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清らかな長良川が市域を西流し、 斉藤道三• 織田信長の居城として華やかな

ー舞台を飾った岐阜城が市街地を見下ろす岐阜市は、 豊かな景観に恵まれ、

堂々たる歴史を物語る町です。 そして、 今なお情緒ある町並みがいたるところ

に残っており、 人々の暮らしの中にも風情と人情が感じられます。

このたび、 岐阜県基盤整備部による主要地方道岐阜美濃線番場山トンネルエ

事に伴い、 工事予定地内の埋蔵文化財の記録保存をはかるため、 岐阜市加野に

所在する七反田番場山7 ·10·11号古墳の発掘調査を実施しました。

今回の調査では、 主体部が横穴式石室である古墳2基と木棺直葬である古墳

l基を検出し、 須恵器•土師器•鉄製品などの当時の様相の分かる遺物が出土

しました。 特に、 県内では古墳時代中期末から後期の木棺直葬の主体部をもつ

古墳の調査事例は少なく、 貴重な資料となりました。 本報告書が埋蔵文化財に

対する認識を深めるとともに、 当地の歴史研究の 一 助となれば幸いです。

最後となりましたが、 発掘調査及び出土品の整理・報告書作成にあたりまし

て、 多大な御支援• 御協力をいただいた関係諸機関並びに関係者各位、 岐阜市

教育委員会、 地元地区の皆様に深く感謝申し上げます。

平成17年3月

財団法人 岐阜県教育文化財団

理事長 日比 治男
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1 本書は、 岐阜県岐阜市加野山本地内に所在する七反田番場山7号古墳• 七反田番場山10号古墳・

七反田番場山11号古墳（岐阜県遺跡番号 21201 -10126、10129 、10130)の発掘調査報告書である。

2 本調査は主要地方道岐阜美濃線番場山トンネル工事に伴うもので、 岐阜県基盤整備部道路建設課

から岐阜県教育委員会が委託を受けた。 発掘調査及び整理作業は、 財団法人岐阜県教育文化財団文

化財保護センタ ー が実施した。

3 発掘調査 は、 伊藤秋男南山大学教授の指導のもとに、 平成15年度に実施した。整理作業は平成16

年度に実施した。

4 発掘調査及び整理作業の担当などは、本書第1章第2節に一括掲載した。

5 本書の執筆分担は目次に示した。 編集は三浦· 小野木が行った。

6 発掘調査における作業員雇用、 現場管理、 掘削、 地形測量・空中写真測量などの業務は朝日航洋

株式会社に委託して行った。

7 遺物の写真撮影は、 ア ートフォト右文に委託して行った。

8 自然科学分析は株式会社パレオ ・ ラボに委託して行った。 その結果は第4章に掲載した。

9 発掘調査及び 報告書の作成 にあたって、 次の方々や諸機関から御指導• 御協力をいただいた。記

して感謝の意を表する次第である。（敬称略•五十音順）

内堀信雄、 恩田裕之、 島田崇正、 横田宏、 横幕大祐、 渡邊博人

10 本文中の方位は、 世界測地系第Vl1系の座標北を示している。

11 土層及び土器類の色調は、 小山正忠•竹原秀雄1998『新版 標準土色帖』（日本色研事業株式会

社）による。

12 調査記録及び出土遺物は財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センタ ー で保管している。
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第1節 調査に至る経緯

第1章 調査の経緯

第1節 調査に至る経緯

岐阜県基盤整備部道路建設課では、 交通混雑の緩和や冬季における円滑な交通の確保のために主要

地方道岐阜美濃線の道路改良工事を計画した。

この建設工事に先立ち、 岐阜市加野山本の番場山トンネル工事区域内に周知の古墳である七反田番

場山7号古墳が存在することが判明した。 これを受けて岐阜県教育 委員会及び財団法人岐阜県文化財

保護センタ ー が、 平成14年12月10 ·12日に15面の試掘確認調査を実施し、 7 号古墳の石室と周溝を検

出した他、 新たに2基の古墳の存在を確認した。

この試掘確認調査の結果を踏まえて、 同月208に岐阜県 埋蔵文化財発掘調査検討委員会が開催され

た。 その結果、 地形などの状況から調査範囲の上部にあたる急斜面は古墳の存在する可能性がなく、

緩斜面部分の800面の本発掘調査が必要であると判断された。 そして、 岐阜県基盤整備部道路建設課

から岐阜県教育委員会が委託をうけ、 財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センタ ー が本発掘調査

を行うこととなった。

新規発見の古墳は、 七反田番場山10·11号古墳と命名され、 岐阜県 遺跡番号21201-10129、 21201-

10130として登録された。

゜ 2000m 

図1 調査地位置図
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第1章 調査の経緯

第2節 調査の経過と方法

1 調査期間

平成1 5年5月12日-8月1 8日

2 グリッド設定方法

発掘調査に先立ち、 斜面の地形の様子を踏まえて、 予想される古墳の主軸方向を基準にして調査

区域内に4 mX4 mのグリッドを設定した。 グリッドの名称は北から南（斜面上方～下方）に向かっ

て1 � 8行、 西～東に向かってA � K列とし、 その呼称は北西角の杭番号を用いた。

3 調査対象面積

8 00m2 

4 調査の経過

発掘調査の経過は以下のとおりである。

4月21 日 地形測量、 グリッド杭の設置。

28日 重機による表土掘削を開始。

5月 7 日 現場事務所の設置。現場への機材等搬入。

12日 作業員による人力掘削を開始。 7·10号古墳にトレンチを設定し掘削を開始。

22日 トレンチにより古墳の様相を確認し、 7·10号古墳の表土除去•石室内堆積土、 7号

古墳の周溝の掘削を開始。

27日 10号古墳石室の掘削を終了し、 実測を開始。

28日 10号古墳の周溝を確認するためトレンチ掘削を開始。

6月 3 日 7号古墳に崩落した天井石を撤去。

4日 7号古墳羨道部の掘削を開始。

20日 7号古墳石室の掘削を終了、 実測開始。

21 日 11号古墳にトレンチを設定し掘削を開始。

25日 指導調査員（南山大学教授伊藤秋男氏）現地指導。

7月 2 日 10号古墳周溝を確認するためトレンチ掘削を開始。

1 0日 11号古墳の周溝の掘削を開始。

17日 7号古墳の前庭部の掘削を開始。

25日 7号古墳の断ち割りを開始。

29日 10号古墳の前庭部の掘削を開始。

31 日 ラジコンヘリコプタ ー による空中写真測量実施。

8月2日 現地説明会。

4日 10号古墳の断ち割りを開始。11号古墳の主体部の掘削を開始。

11 日 作業員による掘削を終了。

17日 すべての実測を完了。

18日 現場撤収。
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第2節 調査の経過と方法

5 調査方法

( 1)石室

石室が露出した状態の7 号古墳（周知の古墳）と、 試掘確認調査で検出した調査区東側に位置する

10号古墳、 調査区の西側に位置する1 1号古墳の計 3基を想定した調査を行った。 具体的には、 それぞ

れの古墳において地形から推定した石室の主軸を基準に小トレンチを入れて、 石室内の堆積状況を確

認すると共に、 周溝の位置を把握した。 調査は 7 ·10号古墳を先行し、 その調査の目処がついてから

1 1号古墳の掘削を行った。

石室内部の掘削は小トレンチを入れながら、 また必要に応じて礫や遺物の出土状況図などの記録を

作成しながら進めていったが、 石室石材の崩壊状況が予想よりも激しく、 その除去にはかなりの労力

を要した。 出土遺物のうち床面直上に位置するものは、 その出土状況を記録した。 また、 石室内部の

堆積土については、 そのすべてを水洗選別し遺物の発見に努めた。

( 2 )周溝

小トレンチを古墳の北側、 東側、 西側と、 必要に 応じてその中間に入れ、 土層の確認をしながら周

溝を検出していった。 遺構埋土と遺構検出面の土色• 土質が類似しているため、 その差を認識するこ

とに苦慮したが、 7 ·1 1号古墳は周溝を検出することができ、 遺物も出土した。 なお、 遺構掘削を進

めていくうえで土色• 土質の判別が難しい場合は、 小トレンチを入れて判断した。

6 遺跡・遣物の公開•広報

平成15年7 月2 4日に記者発表を行い、 8 月 2 日に 現地説明会を行い140 名の参加をみた。 また、 平成

16年1 1月16日-12月19日に岐阜県博物館にて開催した「発掘速報展 ～いにしえの美濃と飛騨～」に

おいて主要な遺物の展示と解説を行った。

7 遣物・調査記録の整理作業

平成15-16年度に出土遺物・調査記録の整理作業を行った。 作業の流れは次の通りである。

遺物の洗浄→遺物の注記→土器の接合・補強・補修→遺物の実測・観察表の作成→

遺構・遺物実測図の製図→遺物の写真撮影→図版作成→遺物・調査記録の収納・保管

なお、 本報告書の執筆・編集は、 上記の作業と並行して行った。

8 発掘調査及び整理作業の体制

平成15年度 平成16年度

理事長 日比 治男 日比 治男

副理事長 高橋 宏之 高橋 宏之

副理事長 平光 明彦 平光 明彦

常務理事兼センタ ー 所長 福田 安昭 福田 安昭

経営課長 川瀬 崇敏 川瀬 崇敏

調査部長 武藤 貞昭 川部 誠

担当調査課長 藤岡比呂志 藤岡比呂志
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第1章 調査の経緯

整理作業従事者 岩田のり子、 小木曽美智、 酒衛成功、 菅原祐子、 竹部泉、 野尻みどり

山口久子、 渡邊泉

スクリ ーントーンは調査区の範囲を示す ゜ 10m 

図2 グリッド設定及び地形測量図 (S=1/400) 
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第1節 地理的環境

第2章 遺跡の位置と環境

第1節 地理的環境

七反田番場山古墳群は岐阜市の北東部にあり、 地形的には独立丘陵として存在する番場山（標高

137. 8m)の南斜面上に位置する。 周辺を見ると西北西 ー 東南東方向に山地が並び、 番場山の東にお

いてそれらの山地を切って長良川が北から南へ流れている。 番場山の北側には武儀川と長良川によっ

てつくられた平地があり、 南側にも狭いながら平地がある。

番場山周辺（岐阜市長良北部～芥見）は、 標高420m以下の山地と谷部に存在する平地からなる。 山

地は、 前述したように西北西 ー 東南東方向に連なっており、 番場山もそれら一連の山地の一つである。

番場山の西北西及び東南東には1 50�200mの頂をもつやや低い山地が並ぶ。 それに比べて、 番場山よ

り1 . 5�2 kmほど南には300�420 mの頂をもつ山地の並びが存在する。

番場山周辺の山地は美濃帯堆積岩類からなり、 この山地の地形に関しては次の2 つの地質現象が大

きく作用している。

• 番場山より南へ3 kmほどのところに、 坂祝向斜と呼ばれる摺曲の軸が西北西ー 東南東方向に存在す

る。

・周辺の美濃帯堆積岩類は、 砂岩主体の地層とチャ ー ト主体の地層の繰り返しからなっている。

この周辺の山地の方向は、 坂祝向斜によって規制されている。 その軸の方向（西北西ー 東南東方向）

に同じ地質で同程度の高さの山地が分布することになる。 また、 山地をつくるチャ ー トと砂岩は、 物

性がかなり異なる。 チャ ー トは侵食風化に強いため急崖をなす山体を形成し、 砂岩層は侵食・風化に

弱いため比較的なだらかな山体を形成する。 そのような特徴をもっているため、 西北西 ー 東南東方向

に急崖をなす山体と比較的なだらかな山体が交互に配列することになる。 つまり、 この周辺の山地は

坂祝向斜がつくる地質構造の大枠に、 チャ ー トと砂岩という岩相の違いによる差別侵食が付け加わっ

た地形がよく発達している場所である。

周辺部には広い範囲にわたって古墳が分布するが、 地形・地質から古墳の分布を見ると、 次の4 つ

の箇所に分けられる。

・チャ ー ト層からなるがやや低い山地

・チャ ー ト層からなり高度が高 い山地のふもと（南斜面）

• 砂岩層からなる緩やかな傾斜地

• 平地

この中で、 七反田番場山古墳群は、 チャ ー ト層からなるがやや低い山地の南斜面上にあると位置づ

けられる。
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第2章 遺跡の位置と環境

第2節 歴史的環境

七反田番場山古墳群は第1-4 古墳群に分かれ、 7 ·10·11号墳は第1 古墳群内に位置する。 以下、

七反田番場山古墳群について、 『岐阜市史通史編』 に従い記載する。 なお、 古墳群の名称は 『岐阜市史

通史編』では第1-4 支群、 『岐阜市遺跡詳細分布調査報告書』では第1-4 古墳群と呼称さ れており、

本書では後者に従う。 なお、 以下のカッコ内の番号は、 表lと図3 の番号に対応する。

第1 古墳群 ( 1 ) は丘陵の南端で、 西へ突出した小支丘の南西山麓にあり、 11基から成る。 外形は

いずれも円墳で、 直径10-12mである。 内部主体は横穴式石室で、 4号古墳は川原石を使用している。

遺物は1号古墳から須恵器（杯、 平瓶）、 3号古墳から土師器（壺）が出土している。

第2 古墳群 ( 2 ) は第1 古墳群の北に位置し、 やや東に入り込んだ小支谷の北西山麓に6基存在し

たが、 昭和44年の団地造成工事で滅失した。 外形はいずれも直径10-12mの円墳であるが、 3号古墳

は14mである。 内部主体は横穴式石室である。 遺物は 1号古墳から直刀、 須恵器（杯•高杯・聡）、 3

号古墳から直刀、 鉄鏃、 須恵器が出土している。

第3 古墳群 ( 3 )は最も北の尾根から西側斜面にかけて11基存在していたが、 昭和44年に滅失した。

外形はいずれも円墳で、 直径10m以下のものが多い。 内部主体は横穴式石室で、 川原石を使用してい

る。 遺物は1号古墳から勾玉、 管玉、 直刀、 鉄鏃、 須恵器、 2号古墳から須恵器、 4号古墳から直刀、

須恵器（杯•高杯・壺•平瓶）、 土師器、 5号古墳から土師器、 6 号古墳から金環、 土師器、 10号古墳

から土師器が 出土している。

第4 古墳群 ( 4 )は丘陵の東山麓にあり、 8基から成る。 外形はいずれも円墳で、 規模の大きい古

墳で7号古墳の直径1 4m、 高さ3. 5m、 小さ い古墳で 2 · 4号古墳の直径 9 m、 高さ2 .5mである。 内部

主体はいずれも横穴式石室である。 遺物は1号古墳から勾玉、 管玉、 土師器、 4号古墳から刀子、 鉄

鏃、 須恵器（高杯·壺）、 6 号古墳から直刀、 鉄鏃、 土師器（壺）が出土している。 4 ·6 号古墳の石

室内にある石棚は極めて特異なものとさ れている。

また、 反田番場山古墳群周辺には、 後期古墳が幾つか分布している。

表1 周辺遺跡一覧表
番号 遺跡名 . 種類 時代 番号 遺跡名 •••• ·、 > 種類 時代

1 七反田番場山第 1 古墳群 古墳群 古墳 14 大蔵山古墳 古墳 古墳
2 七反田番場山第 2 古墳群 古墳群 古墳 15 長良古津遺跡 散布地

3 七反田番場山第 3 古墳群 古墳群 古墳 16 芥見町屋遺跡 散布地 古代～近世
4 七反田番場山第 4 古墳群 古墳群 古墳 17 芥見長山遺跡 集落跡 古代～中世
5 福富古墳群 古墳群 古墳 18 簑笠山古墳群 古墳群 古墳
6 福富遺跡 散布地 古代～中世 19 岩田古墳群 古墳群 古墳
7 福富出口遺跡 散布地 古代～中世 20 岩田西遺跡 散布地 古代～中世
8 溝口中遺跡 散布地 中世 21 岩田東A遺跡 散布地 古代～近世
， 岩井古墳群 古墳群 古墳 22 鍋坂古墳 古墳 古墳
10 北長塚古墳群 古墳群 古墳 23 岩田東B遺跡 散布地 旧石器

11 北長塚遺跡 散布地 縄文 24 朝倉古墳群 古墳群 古墳
12 加野西畑遺跡 散布地 古代～中世 25 朝倉窯跡群 古窯跡群 奈良
13 加野南遺跡 散布地 古代～中世 26 朝倉遺跡 散布地 縄文

27 大船古墳群 古墳群 古墳
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第2章 遺跡の位置と環境

福富古墳群 ( 5)は6基の円墳から成る。 規模の大きい古墳で1号古墳の直径13m、 高さ3. 0m、 小

さ い古墳で 4号古墳の直径8 m、 高さ2. 0mである。 内部主体はいずれも横穴式石室である。 遺物は1

号古墳から環頭柄頭、 馬 具、 須恵器（杯）が、 3号古墳から須恵器（杯）が、 5 号古墳から須恵器

（高杯・壺）が出土している。 時期は7世紀前半である。

大蔵山古墳 (14)は大正 1 4年に発掘され、 再び埋め戻されている。 外形は円墳、 内部主体は横穴式

石室で、 内部には砂岩製の長持型石棺があり、 人骨が遺存していた。 遺物は須恵器（杯）が出土して

いる。 時期は6�7世紀である。

簑笠山古墳群 (18)は2基の円墳から成り、 1号古墳は直径12m、 高さ2. 4m、 2号古墳は直径8 m、

高さ1.8mである。 内部主体は不明であるが、 1号古墳から須恵器（杯• 平瓶・甕）などが出土した。

時期は7世紀である。

岩田古墳群 (19)は7 基の円墳から成る。 規模の大きい古墳で1号古墳の直径16m、 高さ3. 0m、 小

さ い古墳で3号古墳の直径8 m、 高さ1. 2mである。 内部主体はいずれも横穴式石室である。 遺物は

2号古墳から須恵器（杯• 高杯） が、 5号古墳から須恵器（杯• 高杯· 磋）が、 6号古墳から須恵器

（高杯）が出土している。 時期は6�7世紀である。

朝倉古墳群 (24)は 4基の円墳から成り、 大正 年間に発掘調査がなされたが昭和42年に滅失した。 規

模は7�11mで、 内部主体はいずれも横穴式石室である。 遺物は1号古墳から金環、 直刀、 須恵器（高

杯• 平瓶）、 2号古墳から須恵器（高杯・壺）、 鉄片、 3号古墳から管玉、 須恵器（壺・速）、 4号古

墳から須恵器（杯・壺）が出土している。 時期は6�7世紀である。

大船古墳群 (27)は2基以上の古墳の存在が考えられている。 1 · 2号古墳ともに外形は円墳で、

直径10m、 高さ 1�2 mで内部主体は横穴式石室である。 遺物は須恵器（杯• 高杯• 平瓶・提瓶・壺

など）が出土している。 時期は6�7世紀である。

このように、 当遺跡周辺の古墳は大半が円墳で、 内部主体は横穴式石室を有する。 そのなかで、 福

富古墳群出土の環頭柄頭と馬具は、 被葬者の階層性の高さ を知る資料として重要である。

周辺の遺跡では詳細分布調査により、 主に古代から近世の遺物が採集されている。

福富出口遺跡 (7)では、 須恵器、 白姿、 白姿系陶器など、 古代から中世の遺物が採集されている。

加野南遺跡 (13)では、 古代から中世の遺物が採集されており、 特に中世の遺物が多量に散布して

いる点が特徴である。 なかでも、 土師器皿や青白磁合子蓋の存在は注目される。

長良古津遺跡 (15)では、 白姿や白姿系陶器、 瀬戸美濃陶器（大窯、 連房）などが採集されており、

特に中 近世の遺物が多い。

芥見町屋遺跡 (16)では、 土師器、 須恵器、 白姿、 白姿系陶器、 土師器皿、 古瀬戸、 瀬戸美濃陶器

（連房）、 青磁、 製塩土器など、 古代から近世の遺物が採集されている。

芥見長山遺跡 (17)では、 昭和55年の発掘調査により竪穴住居跡12軒、 掘立柱建物跡3棟、 土坑 43

基、 溝2条などの遺構を検出している。 その時期は概ね 8世紀中葉から9世紀初頭と考えられてい

る。 出土遺物は須恵器と土師器が多く、 なかでも三彩の出土ば注目できる。 分布調査では、 須恵器や

土師器、 白杢、 白姿系陶器、 土師器皿、 白磁など、 古代から中世の遺物が多量に採集されている。

岩田東A遺跡 (21)では、 土師器、 須恵器、 白姿、 白姿系陶器、 瀬戸美濃陶器（連房） など、 古代

から近世の遺物が採集されている。
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第 1 節 基本層 序 • 第 2 節 遺構 と 遺物 の概要

第 3 章 調査の結果

第1節 基 本層序

6 層 を 古墳時代 の 表土 （ 旧 表土） と し て 捉 え 、 そ の 下層 を 地 山 と し た 。 周 溝 • 石室 は 旧 表土 と 地 山

を 掘 り 込 ん で構築 さ れ、 墳丘 は そ の 土 を 盛 っ て 造築 さ れ て い る 。 そ の上層 に つ い て は 、 斜面上方 か ら

の流土が堆積 し て い る 。 流土層 は調査区北壁 で は細 か く 分層 で き な か っ た が、 1 1 号古墳の試掘確認調

査の ト レ ン チ で は 4 層 に 分層 で き た 。

TR1 北壁 （ 東から 1 2m ) 1 .  腐葉土 (7.5YR 3/1 ) 
2. 黄褐色土 (7.5YR 4/6) 礫が多く混じる
3. 黒褐色土 (7.5YR 3/2) 粘性あり
4. 暗褐色土 (7.5YR 3/3) 粘性あり
5. 黒褐色土 (7.5YR 3/2) 粘性あり
6. 褐色土 (7.5YR 4/3) 

/ 

周
溝 IJ□]

 
� 

43.000m 
TR3東壁 側壁
（試掘トレンチ） ( 1 0号古墳）

TR2西壁
（試掘トレンチ） ( 1 1 号古墳）

1 .  腐葉土
2. 流土
3. 流土
4. 流土

5. 流土
6. 1日表土
7. 墳丘盛土
8. 周溝埋土

2m 

(S= 1 /80) 

図 4 基本層序

第2節 遺構と遺物の 概要

7 · 10 · 1 1号古墳 は 、 標高137. 8mの 番場 山 と 呼ばれ る 独立丘 陵 の 南端 、 標 高40-48mの南東 向 き の

斜面上 に 造築 さ れて い る 。 こ の番場山 の 山 麓 に は 第 1 - 4 古墳群か ら な る 番場山古墳群があ り 、 調査

区域 は 第 1 古墳群 に 属 し て い る 。 番場 山南方 に は 平地が広 が っ て お り 、 古墳 の被葬者の生業 は 主 に こ

の平地であ っ た と 考 え て い る 。

7 号古墳 は横穴式石室 を も つ 円墳 で 、 調査区 内 で は最大の規模 を も つ 。 10号古墳 も 横穴式石室 を も

つ 円墳 で あ る が、 周 溝 は検出 で き な か っ た 。 と も に 石室 が多 数の 川 原石 と チ ャ ー ト を 混合 し て構築 さ
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第 3 章 調査の結果
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図 5 調査区全体図
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第2節 遺構と遺物の概要 • 第3節 7 号古墳

れている点に特色がある。 11号古墳は石室をもたない木棺 直葬の古墳であり、 他の 2 基の古墳とは時

期が異なる。 また、 11号古墳については墳丘及び周溝の一部のみは調査区外に位置しているため、 そ

の全貌は明らかでない。

7 号古墳は天井石として配置さ れたチ ャ ー トが地表に露 出し、 石室が開口している状態であった。

地元住民の話では、 加野地区は戦前までは低湿であり、 水害を避けるため、 この開口部分に食糧など

を備蓄したり、 古墳の開口部に入って遊んだこともあったということである。 また、 調査区の西に位

置する西光寺には番場山からの石が多数持ち込まれているということから、 番場山の多くの古墳につ

いては後世の撹乱が行 われているものと想像できる。 なお、 古墳以外の遺構は確認していない。

遺物は7 号古墳の石室 ・ 墳丘・周溝、 11号古墳の墓坑 ・ 周溝、 包含層などから出土し、 10号古墳か

らは出土していない。 出土した全遺物の内訳は、 接合後の破片数で須恵器71点、 土師器55点、 瀬戸美

濃（連房）陶器2 点、 金属製品 3 点、 石器l点、 瓦 3 点、 合計135点である（接合前では合計274点で

ある）。 なお、 須恵器の分類、 編年観、 産地同定については渡邊博 人氏に御指導いた だいたが、 文責は

執筆者にある。

第 3 節 7 号古墳 （ 図 6 � 13)

1 概要

7 号古墳は調査区の中央に位置し、 南東方向の10 号古墳とは約17m隔てて隣接し、 南西方向の11号

古墳とは約18m離れている。 直径約13.8mの円墳で調査区内で最 大の古墳である。 発掘調査前の状況

は、 天井石として配置さ れたチ ャ ー トが地表面に露出した 状態で石室が開口し、 腐葉土などが堆積し

ていた。 その天井石は西側壁にかかり、 東側壁が崩れて下方に落ち込み、 傾いた状態であった。 また、

側壁は主に川原石を多く使用して構築さ れているため、 その崩落 ·崩壊状況は激しく、 調査前の予想

を超えるものであった。

遺物は玄室· 羨道 ・ 周溝から出土しているが量は多くない。 後世においては｛言仰の対象にもなって

いたらしく、 開口部分から銭貨（寛永通賓） が、 墳丘から近世陶器がそれぞれ出土した。

2 墳丘

墳形は古墳北側は円形であるが、 東側の裾で検出した外護列石は直線状に並んでいる。 その他の部

分では外護列石は斜面下方に流れ落ちてしまったと考えられ、 確認できなかった。 また、 古墳南側の

墳形は円形ではなく直線的な形となるが、 これは斜面の立地条件によるものと思 われる。 以上のこと

から、 7 号古墳の墳形は円形と判 断した。 また、 検出した周溝 ・ 外護列石から想定できる墳丘の規模

は 直径約13.8mである。

墳丘の元来の高さ については、 側壁が崩れていること、 天井石の大半が失 わ れてい る こ と 、 残存 し

ている天井石が原位置を保っていないこと等などから不明である。

墳丘の構築状況は傾斜地形を利用 して石室の基底部（旧表土 ・ 地山）を掘り込んで石室を構築し、

その後、 盛 土をしている。 また、 墳丘断面の土層から石室の側壁を構築し、 背後の裏込め を行い、 そ

の後に墳丘を造るための盛 土をしていることを確認した。
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12  - - , ' 1 1 .  黒褐色土 (7.5YR 3/2) 旧表土、 粘性あり

, ' 12. 褐色土 (7.5YR 4/4) 地山
, ' 1 3. 黒褐色土 (7.SYR 3/1 ) 埋土、 粘性あり

-� 1 4. 黒褐色土 (7.SYR 3/1 ) 埋土、 粘性あり
1 5. 黒褐色土 (7.SYR 3/1 ) 埋土、 粘性あり
1 6黒褐色土 (7.SYR 3/1 ) 埋土、 粘性あり
1 7. 灰褐色土 (7.SYR 4/2) 流土 （石室天井石崩落後の流入土）
1 8. 褐色土 (7.SYR 4/3) 石室内堆積、 小礫が混じる
1 9黒褐色土 (7.SYR 3/1 ) 石室内堆ffl、 粘性あり
20. 暗褐色土 ( 1 0YR 3/3) 羨道内堆積、 粘性あり
21. 暗褐色土 ( 1 0YR 3/3) 羨道内堆積、 しまりなし、小礫 (¢1cm) が多く混じる
22. 黒色土 (10YR 211 ) 羨道内堆積、 粘性あり 、 小礫 (¢1cm) が多く混じる
23. 褐色土 (7.SYR 4/4) 閉塞石の押さえに使った土
24. 褐色土 (7.SYR 4/4) 床面構築土 、 礫 (¢1cm) が多く混じる
25. 黒褐色土 (7.SYR 3/2) 床面構額土、砂質 、 小礫が多い
26. 褐色土 (7.SYR 4/6) 墳丘の土
27. 暗褐色土 ( 1 0YR 3/3) 整地阿、 粘性あり
28黒褐色土 (1 0YR 3/1 ) 旧表土
29. 暗褐色土 (10YR 3/3) 地山
30. 黄褐色土 (1 0YR 518) 地山

1. 灰褐色土 (7.SYR 412) 腐葉土
2. 明褐色土 (7.SYR 516) 周溝埋土·流土の流れ込み、 礫がまじる｀ しまりなし
3. 褐色土 (7.SYR 4/6) 周溝埋土・流土の流れ込み、 大きな礫が多い
4明褐色土 (7.SYR 416) 周溝埋土 ， 礫は少ない
5黒褐色土 (7.SYR 312) 周溝埋土最下屑 土師器が出土、 粘性あり
6黒褐色土 (7.SYR 3/2) 周溝埋土最下屈粘性あり
7. 褐色土 (7.SYR 416) 旧表土、 礫がまじる、 粘性あり
8. 黒色土 (7.SYR 2/1 ) I日表土、 粘性あり
9黒色土 (7.SYR 2/1 ) 旧表土｀ 粘性あり
1 0. 褐色土 (7.SYR 4/4) 項丘、 盛土、 小礫が多く混じる
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46.SOOm 
1. 灰褐色土 (7.5YR 5/2) 腐葉土
2. 褐色土 (7.5YR 4/6) 周溝埋土 、 小礫が多くしまりなし ＿

3. 黒褐色土 ( 1 0YR 2/2) 周溝埋土、 最下屈
4. 褐色土 (7.5YR 4/4) 墳丘盛土， 小礫が混じる
5. 黒褐色土 (7.5YR 3/1 ) 旧表土
6. 褐色土 (7.5YR 4/3) 地山
7. 黄褐色土 ( 1 0YR 5/8) 地山
a. 黒褐色土 (7.5YR 3/1 ) 石室構築時の埋土

1. 明褐色土(7.SYR 518) 
2. 褐色土 (7.SYR 414) 

！芸品�<�v;�翌J培丘盛土

5. 褐灰色土 (7.SYR 411 ) 石室構築時の埋土
6. 暗褐色土 (7.SYR 3/4) 墳丘盛土
7. 黒褐色土 ( 1 0YR 311 ) 旧表土
8. 黒褐色 土 ( 1 0YR 3/2) 地山
9. 黄橙色土(7.SYR 718) 地山
1 0. 灰褐色土(7.SYR 412) 
1 1 .  灰褐色土 (7.SYR 412)} 立柱石をたてる際の盛土

12. 褐色土 (7.5YR 413) 整地層、 地山の土と褐色土が混じる
1 3. 褐色土(7.5YR 414) 坦丘盛土、 小礫が混じる
14. 黒褐色土(7.SYR 3/2) 石室構築時の埋土、 粘性あり、 小礫が多い
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8. 黒褐色土 (7.5YR 3/1 )  旧表土、 粘性あり
9. 黒褐色土 ( 1 0YR 312) 地山 （旧表土の下厨）
1 0. 黄橙褐色土 (7.5YR 7/8) 地山
1 1 .  褐色土 (7.5YR 4/4) 流土、 小礫が混じる
1 2. 灰褐色砂質土 (7.5YR 4/2) 周溝埋土J]ヽ礫が混じる
1 3. 黒色土 (7.5YR 211 ) 周溝埋土、 最下屈 粘性あり、 礫がまじる
14. 黒色土 (7.5YR 211 ) 周溝埋土、 最下屈、 粘性あり、 礫がまじる
15. 黒褐色土 ( 1 0YR 3/1 ) 18表土、 粘性あり



第 3 節 7 号古墳

3 内部主体

7 号古墳 は 南南東 に 開 口 す る 両袖 式 の 横穴式石室で あ る 。 主軸 は N - 22° - W で あ る 。 玄 門 よ り や

や北側 の位置 に長 さ 1 . 5mの 天井石が露 出 し て い た 。

玄室 は 長 さ 3 . 2m、 幅約 1 . 2m、 羨道部 は 長 さ 2. 8m、 幅約 l mで あ る 。 玄室か ら 羨道部 に か け て の 西側

の 側壁 は 内傾 し て い た 。

奥壁 は 1 枚の チ ャ ー ト （縦約 1 . 6m、 横約 1 . 3m) を 置 い て構築 さ れ て い る 。 玄室 の 側壁 に つ い て は

川 原石 を 積み重 ね て 造 ら れ、 立柱石 （ チ ャ ー ト ） を 境 に し て 羨道 部 の 側壁 は 主 に チ ャ ー ト を 積 み 重 ね

て構築 さ れて い る 。 構築方法 は 、 山 の斜面 を 地 山 部分 ま で削 り 、 1 段 目 は 楕 円 形 の 川 原石の長辺 を 南

北 に 並べ て 置 き 、 2 段 目 で は楕 円 形 の 川 原石の長辺 を 東西 に 並べ て い る 。 奥壁 の 高 さ は 1 . 6m、 側 壁 は

残存状況 の 良 い 箇所で1 . 2mで あ る 。 奥壁 と ほ ぼ同 じ 高 さ ま で 川 原 石 の 側壁 が構築 さ れ て い た と 考 え

ら れ る が、 そ の大部分 は 崩 落 し て お り 、 床面 に積み重 な っ た 状態 で検出 し た 。

天井石 を 石室 に お い て 2 枚、 石室前方 に 流 れ落 ち た も の を 1 枚確認 し て い る （ 石材 は す べ て チ ャ ー

ト ） 。 石 室 内 の 2 枚の 天井石 の う ち 、 北側 の も の は 床面 に ま で崩 落 し 、 完全 に 圧 着 し た状態 で あ る 。 調

査 区 内 で確認で き た 3 枚 の 天井石 で は 、 石室全体 を 覆 う に は 面積的 に か な り 不足す る 。 何 ら か の 理 由

か ら 後世 に お い て撤去 さ れた も の や斜面下方へ と 流 出 し た も の があ っ た と 考 え て い る 。

床面は崩 落天井石 の圧着部分 よ り 、 北側 の み が僅 か に 残 っ て い た 程度 で あ る 。 天井石 の 撤去後、 遺

物 の 上方 に あ る 礫や 川 原石 ・ 堆積土 を 取 り 除い た 後の状態 を 床面 と み な し た 。 長 さ 10cm程度 の チ ャ ー

ト が雑 に並べ ら れ て お り 、 こ れが礫床 に あ た る と 考 え て い る 。 残存部分以外は撹乱 に よ り 様相 が不 明

で あ る 。 ま た 、 断 ち 割 り の結果、 床面 の構築 は 1 回 の み と 判 断 し た 。 さ ら に 遺物 に も 時期 差 が見 ら れ

な い こ と か ら 追葬 は 行 わ れ て い な い と 判 断 し た 。 こ の完存 し て い た 北側 の 床面 は 、 崩 落 し 床面 に 圧 着

し た 天井石 に よ っ て 、 後世 に お い て 出 入 り がで き な い状態 で あ る た め 、 出 土遺物 は埋葬 当 時 の 原位 置

を 保 っ て い る と 考 え て い る 。

玄室の 入 口 に は 川 原石 を 雑 に 4 つ並べ て 、 玄室の床面 よ り 高 く し た構造の段 を も っ 。 こ の段 の 上位

レ ベ ル は 羨道部の床面 の レ ベ ル と ほ ぽ一 致 し て い る こ と か ら 、 意 図 し て こ の よ う な 石室の構造 に し た

も の と 考 え て い る 。

玄 室 と 羨 道 部 の 境 に お い て は 、 閉 塞石 が設 置 さ れ 良好 に 残存 し て い た 。 お も に 拳 大 の 川 原 石 と

チ ャ ー ト を 使 っ て構築 さ れて い る 。 特 に 玄室 内 側 （北側 ） の 積 み 方が整然 と し て い る 。 ま た 、 羨道部

（南側 ） 方 向 か ら は 多 量 の 土 を 用 い て押 さ え 、 玄 門 を 閉 じ て 固 定 し た 形跡 を 確認 し て い る 。

羨道の側壁 は基底部 に 川 原 石 を 使用 し て い る 箇所 も あ る が、 大半 は チ ャ ー ト を 用 い て構築 さ れ て い

る 。 玄室の構築方法 と 同 じ よ う に 、 地 山 ま で掘削 し 、 石 を 置い て い る 。 さ ら に 、 床面構築 の た め の整

地土 を 入 れ、 玄室内 の段の 高 さ に 合 わ せ て い る 。 ま た 、 こ の 床面 に チ ャ ー ト の側 壁 が割 れ て 倒 れ て い

る こ と か ら 、 羨道 内 部 は 空洞 で あ っ た こ と が明 ら かで あ る 。

- 13 -



第 3 章 調査の結果
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第 3 章 調査の結果
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第 3 節 7 号古墳

4 周溝

墳丘の北側～両側方において周溝を確認した。 斜面下方に向かうに つれ浅くなり消 失し、 石室正面

では確認で きなかった。 確認した周溝は幅約 7 � 8 m、 最も深い箇所で深さ約 0. 8mである。 周溝内か

らは土師器片が出土している。

5 列石遺構

石室の前庭部において列石遺構を確認している。 拳大の川原石 ・ チ ャ ー ト が多く敷 き詰められてい

るが、 残存状況は悪く、 様相は不明である。 また、 並 んでいるチ ャ ー ト の中には斜面上方から流れ落

ちて きたもの （人為ではないもの）も多数含まれていると考えている。 墳裾の南東方向では外護列石

を確認した。 川 原 石とチ ャ ー ト に より構築されてい るが残存しているのは2 mとわずかの範囲であ

り、 全貌は不明である。

1 .  灰褐色土 (7.5YR 5/2) 腐葉土
2. 黒褐色土 ( 1 0YR 3/1 ) I日表土、 粘性、 しまりあり
3. 褐色砂質土 (7.5YR 4/4) 流土、 しまりなし、 小礫を含む
4. 灰褐色砂質土 (7.5YR 4/2) 周溝埋土、 礫を含む
5. 黒色土 (7.5YR 2/1 ) 周溝埋土最下層 、 粘性あり 、 礫を含む
6. 明褐色土 (7.5YR 5/6) 地山
7. 褐色土 (7.5YR 4/3) 墳丘盛土 、 粘性、 しまりあり
8. 黒色土 (7.5YR 2/1 ) 墳丘盛土 、 粘性、 しまりあり
9. 暗褐色土 ( 1 0YR 3/3) 墳丘盛土 、 粘性、 しまりあり
1 0. 褐色土 (7.5YR 4/3) 墳丘盛土 、 粘性、 しまりあり
1 1 .  黒褐色土 ( 1 0YR 3/1 ) 旧表土、 粘性、 しまりあり

西2トレンチ北壁
45.700m 

東2トレンチ北壁
46.400m 

1 0  

＇ ‘ ’  
’、、

'、
, _ _ _  _ ） 

1 .  灰褐色土 (7.5YR 5/2) 腐葉土
2. 褐色土 (7.5YR 4/4) 墳丘盛土、 小礫が混じる
3. 黒色土 ( 1 0YR 2/1 ) 墳丘盛土、 粘性あり
4. 黒褐色土 ( 1 0YR 3/2) 粘性あり
5. 褐色土 (7.5YR 4/6) 周溝埋土、 しまりなし、 小礫が多く混じる
6. 褐色砂質土 ( 1 0YR 4/6) 周溝埋土 、 しまりなし、 小礫が多く混じる
7. 黒褐色土 ( 1 0YR 3/1 ) 周溝埋土、 粘性あり 、 礫が混じる
8. 灰褐色土 ( 1 0YR 4/1 ) 周溝埋土最下層 、 礫が混じる
9. 黒褐色土 ( 1 0YR 3/2) 粘性あ り 、 木根か？
1 0. 橙色土 (7.5YR 6/6) 粘性あり 、 風倒木か？

。
」

(S=1 /80) 
弥

図 1 0 7 号古墳周溝断面図
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図1 1 7 "7古墳前庭部外護列石の状況

- 18 -



第3節 7 号古墳

6 出土遣物

( 1 )遺物の出 土状況 （図13)

7号古墳の石室は開 口 している状態であったため、 出入りが可能で後世の撹乱を受 けている。 その

ため、 石室内堆積土から出土した破片と羨道内堆積土から出土した破片が接合関係を も つなど、 原位

置を保っていないものが殆 どである。 ただし、 崩落し床面に圧着 した天井石の北側は、 後世の撹乱を

受けることがなくほぽ原位置を保っている可能性が高 い。

(2 )出土遺物点数

7号古墳か ら は、 接合前の破片 数で須恵器98点、 土師器79点、 石器1 点、 合計178点、 接合後の破片

数で須恵器55点、 土師器41 点、 石器1 点、 合計97点が出土した。 接合後の破片 数の内訳は、 須恵器が

杯類31 点、 高 杯1 9点、 長頸壺2 点、 平瓶3 点、 土師器が甕34 点、 鍋 5 点、 不明2 点、 石器は剥 片 l 点

である。

( 3 )出土遺物の説明

1 � s は須恵器杯蓋である。 1 · 2 を除いで焼成があまく、 灰 白 色～暗灰色を呈する。 1 は天井部

外面下方まで回転ヘ ラ 削りを施しているが、 2� 8 の天井部が残っ て いる破片の外面調整は、 いずれ

も 回転 ナ デである。

9 �11 は須恵器平瓶である。 9 と1 0は口頸部の破片だが、 調整や色調、 自 然釉の降灰状況からみて

11 と同一個体の可能性が高 い。11 は底部外面中央付近には弧状に指圧痕が巡り、 それに対応する底部

内面はやや盛 り 上がっている。 体部外面上方はカ キ メ 調整がな さ れ、 頸部と体部の接合部内面は板 ナ

デが施 さ れている。

12·1 3は須恵器長頸壺である。12は口縁部がわ ずかに内湾し、 端部は尖り気味に仕上げられている。

13の脚端部は約半周が細かく打 ち 欠かれ、 接地面は平坦である。 また、 脚部外面中 程 に は一 条の突帯

を有する。 体部は中 程 に最大径を有し、 外面に2 条の沈線が巡る。

14�1 6は須恵器高 杯の脚端部である。 図化した破片 以外にも高 杯の脚部破片が出土 し ており、 いず

れ も 焼成があ ま く、 灰 白 色～暗灰色を呈する。 脚端部は強いナ デに よ り屈折し、 接地面は尖る。

17は土師器鍋である。 底部から体部下方は丸く、 体部上方はほぼ垂直に立ち上がる。 口縁部は外反

し、 端部は明瞭な面取りが施 さ れている。 口縁部を除いてハ ケ 調整がな さ れ、 器面に煤などの付着物

はみられない。

1 8·1 9は土師器甕である。 周溝から出土した土器はこの2 点のみであり、 いずれ も 遺存状況は悪 い。

20は瀬戸美濃 （連房）の土瓶である。 7号古墳の石室東側の墳丘 よ り出土した。 いわ ゆ る糸 目 土瓶

で、 体部外面上方に平行沈線が多数施 さ れている。 底部外面は露体で、 煤が付着している。 耳部には

直径 8 mmの穿孔があり、 上端には刻みが 8 箇所施されている。

なお、 7号古墳の開 口部付近で寛永通賓を1 枚採集している。

須恵器のうち 、 焼成が良好な遺物は美濃須衛産、 不良なものは美濃で焼成 さ れた畿内系須恵器であ

る。 時期はいずれも7 世紀中頃であることか ら 、 7号古墳の時期は7 世紀中 頃といえる。
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第 3 章 調査の結果
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図 1 2 7 号古墳出土遺物実測図
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表 2 7 号古墳出土遺物観察表

掲載 出土 グ リ
口径

層位 遺物名 底径 調整
番号 位置 ッ ド

器高

口縁部～ 天井部外面

7 号 須恵器
( 1 1 .  0) 下 方 回転 ナ デ、 天井

1 
羨道

4 E  堆積土
杯蓋

部外面上 方 回転ヘ ラ
削 り 、 天井部内面回
転 ナ デ

7 号 須恵器
( 1 1 .  0) 

口縁部～ 天井部内外
2 4 E  床直上石室 杯蓋 面回転 ナ デ

7 号 須恵器
( 1 1 .  9) 

口緑部～ 天井部内外
3 4 E  床直上石室 杯壷 面回転 ナ デ

7 号 須恵器
(12. 0) 

口縁部～ 天井部内外4 石室
4 E  床直上

杯蓋 面 回転 ナ デ

7 号 堆積土 須恵器
12. 0 

口縁部～ 天井部内外
5 4 E  石室 床直上 均蓋 面回転 ナ デ

7 号 須恵器
(12. 9) 

口縁部～ 天井部内外
6 石室 4 E  床直上

均蓋 面 回転 ナ デ

7 号 須恵器
(13. 2) 

口縁部～ 天井部内外
7 石室 4 E  床直上

杯蓋 面回転ナ デ

7 号 須恵器
( 14. 0) 

口縁部～ 天井部内外
8 石室 4 E  堆積士

杯蓋 面 回転 ナ デ

(6. 2)  ， 7 号 4 E  床直上
須恵器 口 頸部内外面 回 転 ナ

石室 平瓶 デ

(12. 2) 
7 号 須恵器 口 頸部内外面 回転 ナ

10 石室 4 E  堆積土
平瓶 デ

底部外面指頭圧痕、

11  7 号 4 E  堆積土 須恵器 11. 5 
体部外面 下 方 回 転板

石室 床直上 平瓶 ナ デ、 上 方 カ キ メ 、
体部内 面 回 転 ナ デ

(5. 8) 
12 

7 号 4 E  堆積土
須恵器 口 頸部内外面 回 転 ナ

羨 道 長頸壺 デ

脚 部 内 外 面 回 転 ナ

7 号 堆積土 須恵器
デ、 体部外面下 方 回

13 4 E  (9. 5) 転 ヘ ラ 削 り 、 体部外石室 床直上 長頸壺
面上方 ～ 内面 回 転 ナ
デ

7 号 堆積土 須恵器
(9. 1 )  

14 4 E  脚部内外面 回 転 ナ デ石 室 床直上 高杯

7 号 須恵器
(9. 0) 

15 4 E  床直上 脚部内外面 回 転 ナ デ石室 高杯

7 号 須恵器
16 4 E  堆積土 ( 10. 0) 脚部内外面 回 転 ナ デ石 室 高 均

底 部 ～ 体部外面縦 ～

7 号 土師器
19.  9 斜め ハ ケ 、 口 頸部外

17 4 E  床直上 面指ナ デ、 口縁部内石室 鍋
面横ハ ケ 、 体部内面
斜め ～横ハ ケ

7 号 土師器 頸部内外面横 ナ デ、
18 2 E  最下層

周溝 甕 体部内面指圧痕

体部外面縦ハ ケ 、 頸

19 7 号 2 F  最下層
土師器 部外面横 ナ デ、 内 面

周溝 甕 横 ハ ケ 、 体部内面横
方向 の指頭圧痕

7 号 4 E  瀬戸 9. 0 底部外面 回転ヘ ラ 削
20 表土 美濃 (8. 0) り 、 体部内外面 ～ 底

墳丘 5 G  
土瓶 1 1 . 0 部内面回転ナ デ

胎土

直径 1 - 2 mmの 白 色
粒 を わ ず か に 含 む 。
砂 質 。

や や粗、 径 1 mm の 白
色 粒 を わ ず か に 含
む。 砂質c

やや粗、 径 1 mmの 白
色 、 灰色粒 を わ ず か
に 含 む 。 砂質。

やや粗、 径 1 mmの 白
色 、 灰色粒 を わずか
に 含 む 。 砂質。

やや粗、 径 1 - 2 mm 
の 白 色 、 灰色粒 を わ
ず か に 含 む 。 砂質。

やや粗、 径 1 - 2 mm 
の 白 色 、 灰色粒 を わ
ず か に 含 む 。 砂質。

やや粗、 径 1 mmの 白
色 、 灰色粒 を わ ず か
に 含 む 。 砂質。

やや粗、 径 1 mmの 白
色 、 灰色粒 を わ ずか
に 含 む 。 砂質。

や や粗、 径 1 mm の 白
色 粒 を わ ず か に 含
む。 砂質。

やや粗、 径 1 mmの 白
色 粒 を わ ず か に 含
む。 砂質。

やや粗、 径 1 - 2 mm 
の 白 色 、 灰色粒 を わ
ず か に 含 む 。 砂質。

直径 1 mmの白色粒 を
わ ず か に 含 む。 砂
質。

やや粗、 径 I - 2 mm 
の 白 色 、 灰色粒 を わ
ず か に 含 む c 砂質。

やや粗、 径 1 mmの白
色、 灰色粒 を わ ずか
に 含む。 砂質。

や や粗、 径 1 mmの 白
色 、 灰色粒 を わずか
に 含 む 。 砂質。

やや粗、 径 1 mmの 白
色、 灰色粒 を わずか
に 含 む 。 砂質。

直径 I mm の 白 色粒 を
わ ず か に 含 む 。

直 径 I - 2 mmの 白
色 、 灰色、 赤色粒 を
幾つか含む。

直 径 I - 3 mmの 白
色 、 灰色、 赤色粒 を
幾つか含む。

直径 1 mmの 白 色粒 を
わ ず か に 含む。
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焼成

良好

良好

不良

不 良

不良

不良

不 良

不良

良好

良好

良好

良好

良好

不良

不良

不 良

良 好

良 好

良好

良好

口縁
色調 残存

X/12 

灰 白 色
(2. 5Y7/l )  

1 .  6 

灰 白 色
3. 8 

(5Y8/l l  

灰 白 色
2. 0 

(2. 5Y8/2) 

灰 白 色
(2. 5Y8/2) 

3 . 0  

灰 白 色
12. 0 

(5Y8/l )  

灰 白 色
(2. 5Y8/2) 

4 . 5 

灰 白 色
(2. 5Y8/2) 

3. 6 

灰 白 色
(2. 5Y8/2) 

3 . 6  

浅黄橙色
2. 8 

( IOYRS/3) 

浅黄橙色
( lOYRS/3) 

2. 4 

浅黄橙色
( IOYR8/3) 

灰黄色
6. 0 

(2.  5Y7/2) 

黄灰色
(2. 5Y6/l )  

灰 白 色
( 2 .  5Y8/2) 

灰 白 色
(2. 5Y8/2) 

淡黄色
(2. 5Y8/3) 

橙色
8. 3 

(7. 5YR7/6) 

灰 白 色
(2. 5Y8/2) 

灰 白 色
(2. 5Y8/2) 

に ぶ い橙色
6. 5 

(7. 5YR7/3) 

第 3 節 7 号古墳

実測 挿 図備考
番号 図 版

美浪須衛産 16 12 10 

美浪須衛産 13 12 10 

畿内系 8 12 10 

畿内系 7 12 10 

畿内系 3 12 10 

畿 内 系。 外面 に
あ ば た 状 の 窪 み 4 12 10 
があ る 。

畿 内 系。 内 面 に
沈線状 の 窪 み が ， 12 10 
あ る 。

畿 内 系。 内 而 に
沈線状 の 窪 み が
あ る 。 9 と 同 一 1 1  12 10 
個 体 の 可能性あ
り 。

美 浪 須 衛 産。 内
面 に 自 然 釉 降 12 12 10 
灰 。 1 と 同 一 個
体か。

美 濃 須 衛 産。 内
面 に 自 然 釉 降
灰。 1 と 同 一 個

5 12 10 

体か。

美 濃 須 衛 産。 体
部外面 と 底 部 内

］ 12 10 
面 に 自 然 釉 降
灰。 胴径16. 4cm

美 浪 須 衛 産 。 外
面 に 自 然 釉 降

17 12 10 
灰。 2 と 同 一 個
体か。

美 淡 須 衛 産。 体
部 内 外 面 と 脚 部 2 12 10 
外面 に 自 然釉 降
灰。 胴径11 . 2cm 

畿内系 22 12 10 

畿内系 14 12 10 

畿内系 6 12 10 

15 12 10 

19 12 10 

18 12 10 

い わ ゆ る 糸 目 土
瓶。 底 部 外 面 と
口 縁 端 部 を 除 い 21 12 10 
て 錆 釉 が施 さ れ
る 。

※ 法罷の （ ） は推定値 を 示 す



第 3 章 調査の結果
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（遺構 S=1/40) ゜ 1 0cm 

（遺物 S=1/4) 

図 1 3 7 号古墳石室内遣物出土状況
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第 4 節 10号古墳

第 4 節 10号古墳 （ 図 14- 16) 

1 概要

10号古墳は調査区の東方に位置し、 北西方向の7号古墳とは約17m離れている。 ト レ ンチ 調査にお

いて周 溝が検出 で き なかったため 、 規模は不 明 である。 調査前の地形は起伏の目立 った変化はない

が、 試掘確認調査で川 原石の側壁を検出し、 その存在が判 明 した古墳である。 7号古墳と比較すると

規模は小さ いが、 チ ャ ートと川 原石で構築 さ れた横穴式石室をもつ 。 ま た、 石室内において遺物の出

土は確認で き なかった。

10号古墳床面の検出の途中で、 石室北側にチ ャ ートと川 原石からなる南北約128cm、 東西約68cm、

高 さ 約40 cmの土盛 り を検出した。 側壁などが崩壊して積み重なったものか、 意図 して築造したものな

のかは不明 である。

2 墳丘

墳形は不明である。 墳丘の構築状況は、 傾斜地形を利用して石室の基底部 （旧 表土 ・ 地山 ） を掘 り

込ん で石室を構築した後、 玄室床面の盛 土 ・整地を している。 墳丘断面の土層から石室の奥壁 · 側壁

を構築し、背後の裏込め を行い、 その後に墳丘を造るため の盛土をしているこ とを確認した。 しかし、

墳丘の盛 土の大部分は流れ落ちてし ま ってお り 、 残存状況は非常に悪い。

3 内部主体

南南東に開 口する横穴式石室で、 主軸はN -24
°

- Wである。 玄室は長 さ1 .8m、 幅約0 .6mである。

奥壁はチ ャ ート（高 さ80 cm ・ 幅46cm · 厚 さ 約15cm) とその上に川 原石 ・ チ ャ ートを積み重 ねてお り 、

不安定な状態である。 玄室の側壁は川 原石を積み重ねて構築 さ れている。 山の斜面を地山 部分ま で削

り 、土を入れて整地をした後、 1 段目は楕 円 形の川 原石の長辺を南北に並べて置 き 、 2 段目では楕 円

形の川 原石の長辺を東西に並べて構築 している。 奥壁の高 さ は l m、 側壁は残存状況の良 い 箇 所 で

0 .8mある。

床面につ いては、玄室内全体に礫床が残存していた。 7号古墳と同様に10 cm程度のチ ャ ートを雑に

並べてあ り 、 こ れを礫床と判 断した。 撹乱等の痕跡はな いが、 石室内において出土遺物は確認で き な

かった。 ま た、 断 ち 割 り の結果、 床面の構築は 1 回 のみ と判 断した。

玄 門石は置かれておらず、 天井石は確認で き な かった。 ま た、 羨道部も確認で き なかった。

4 周溝

石室を中心として放射状に合計8本のトレンチ を 入 れたが、 周溝や外護列石は確認で き なかった。

調査前の地形 を みても古墳特有の盛 り 上がった地形は確認でき ず、 傾斜地であるため に土砂の流出・

堆積 な どによ り 、 当時の墳形は変化してし ま っていると考 え られる。
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第 4 節 10号古墳

北 トレンチ

1 .  にぶい褐色土 (7.5YR 5/3) 腐葉土
2. 砂礫屈 (7.5YR 512) 
3. 褐色土 (7.5YR 414) 桔性あり
4. 褐色土 (7.5YR 416) 珀丘盛土
5. 明褐色土 (7.5YR 516) 坦丘盛土
6黒褐色土 (1 0YR 3/1 )  旧表土
7. 灰褐色土 (7.5YR 4/2) 地山
8. 褐色土 (7.SYR 416) 地山
9黒褐色土 (1 DYR 3/2) 奥壁の裏込め
1 0. 褐色砂質土 (7.SYR 413) 床面構築土
1 1 .  褐色砂賓土 (7.SYR 412) 
12. 黒褐色土 (7.5YR 3/1 ) 旧表土． 粧性あり

44.000m 

南 ト レ ンチ

西 トレンチ （北壁）
t褐色土 (7.5YR 4/3) 腐葉土
2. 褐色土 (7.5YR 4/4) 培丘盛土
3. 黒褐色土 (7.5YR 3/1 ) 粘性あり 、 礫が混じる
4黒褐色土 (7.5YR 3/2) 木根の跡？
5黒褐色土 (7.5YR 3/1 ) 結性あり、 礫が混じる
6. 褐色土 (7.5YR 4/6) 地山
7. 褐色土 (7.5YR 4/6) 地山
a. 黒褐色土 (7.5YR 3/2) 木根
9. 明褐色土 (7.5YR 5/6) 
1 0. 黒色土 (7.5YR 2/1 ) 石室構築時の埋土
1 1 .  褐色土 (7.5YR 412) 
1 2. 褐色土 (7.5YR 4/6) 雄山

東 トレンチ （北壁）

tにぶい褐色土 (7.5YR 513) 腐葉土
2. 褐色土 (7.5YR 4/4) 培斤盛＋、 粘性あり
3黒褐色土 (7.5YR 3/2) 旧表土． 粘性あり
4. 褐色土 (7.5YR 4/6) 粘性あり
5. 明褐色土 (7.5YR 518) 地山
6. 黒色土 (7.5YR 211 )
7. 黒褐色土 (7.5YR 3/1 ) 石室構築時の埋土
8. 黒褐色土 (7.5YR 3/2) 

北西トレンチ 北 東 ト レ ンチ

ー ニ
声�

t灰褐色土 (7.5YR 4/2) l!ill葉土 ー 、
2. 黒褐色土 (7.5YR 3/2) 粘性あり、 小躙が混じる 4 
3. 褐色土 (7.5YR 4/3) 粘性あり、 躙は殆どなし
4. 明褐色土 (7.5YR 516) 蝿山、 しまりあり

45.500m 
' 4- - 一—一シ:..-—-/― 

_.." __ _ --“ 
t灰褐色土 (7.5YR 412) 腐葉土
2. 黒褐色土 (7.SYR 312) 旧表土、 砧性あり｀ 小礫が混じる
＆褐色土 (7.5YR 4/3) 地山
4. 明褐色土 (7.SYR 5/6) 地山、 しまりあり

南東トレンチ

t灰褐色土 (7.SYR 412) 腐葉土
2. 褐色土 (7.SYR 4/4) 墳丘盛土が流れた11i1
3黒褐色土 (7.SYR 3/2) 旧表土、結性あり、 小纏が混じる
4. 褐色土 (7.SYR 413) 地山

ーニ声... 

t灰褐色土 (7.5YR 412) 腐葉土 ―― 
2. 褐色土 (7.SYR 413) 墳丘盛土が流れた11!1
3黒褐色土 (7.SYR 312) 旧表土、 粘性あり
4. 褐色土 (7.5YR 413) 地山
5. 明褐色土 (7.5YR 5/6) 地山

� 珈
l

＿南：二三辛多手寧m

\
� \..--、,,,,r---'

(S=1 /80) 

図 1 5 1 0号古墳墳丘断面図
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第 5 節 1 1号古墳

第 5 節 11号古墳 （ 図 17 � 22)

1 概要

11号古墳 は 試掘確認調査 に お い て 周 溝 を 検 出 し 、 そ の存在が明 ら か に な っ た 。 調査区の西方 に 位 置

し 、 北東方 向 の 7 号古墳 と は 約 18m離 れ て い る 。 木棺直葬 の 古墳 で あ り 、 横穴式石室 を も つ 7 号古墳

と は 築造 さ れ た 時期 が異 な る 。 1 1号古墳 は 西方 に 隣接す る 清水八幡神 社 の 境内 に ま た が り 、 調査対象

区域 に は 周溝 と 墳丘の 一部 し か な い た め 、 全体は 不 明 で あ る 。 遺物 は 墓坑 ・ 周 溝 か ら 出 土 し て い る 。

2 墳丘

盛土 に よ り 墳丘 を 構築 し 、 旧 表土 ・ 地 山 部分 を 掘 削 し て 墓坑 を 設置 し 、 埋葬後盛土 を し て い る 。

3 内部主体

11号古墳で は 、 東方 に 位置す る 横穴式石室 を も つ 7 · 10号古墳 と は 異 な り 、 木棺 を 直葬 し た 墓坑 を

確認 し た 。 調査区 内 の墳丘 中 央部 に お い て 東西2. 7m、 南北1 . 6m に わ た り 、 細 長 い 窪 み が掘 り 込 ま れ 、

西方 は調査区外 （清水八幡神社） に 続い て い る 。 ま た 、 墓坑 の南側 の 一 部 は 調査開始時 に 入 れ た 東 ト

レ ン チ に よ り 消失 し て し ま っ た 。

墳丘 と 墓坑の境界 に つ い て は 土色が酷似 し て お り 、 識別が困難で あ っ た 。 土色が黄 ～ 茶褐 色 土 の 長

方形の プ ラ ン （調査 区 内 に お い て は 東西 1 . 8m、 南北0. 4m) を 検 出 し て い る が、 こ れ は 腐 食 し 消 失 し

た 木棺の跡 と 考 え て い る 。 15cm程度の礫 （ チ ャ ー ト ） が木棺跡 の検出 ラ イ ン の外側 を 廻 っ て い る 様子

か ら 、 木棺 を 石 を 用 い て 固定 し 、 裏込め と し て い る と い え る 。

墓坑 の 東側 に は 粘土塊が設置 し て あ る 。 粘土塊 に は 長 さ 約 15cm、 幅約10cm、 厚 さ 3 � 4 cm の 形状

の 整 っ た チ ャ ー ト が含 ま れ て い た 。 東 ト レ ン チ掘削 時 に も 同 様 の 粘土塊 を 確認 し た た め 、 粘土塊 に つ

い て は さ ら に南方 に 続い て い た こ と がわ か る 。 粘土塊 は そ の 上 に 遺物 （提瓶 ・ 小型壺） が置 か れ て お

り 、 遺物 の 出 土 レ ベ ル は 床面 よ り も 高 い 。 こ の粘土塊は棺の 固 定 に 使用 さ れ た も の と 考 え て い る 。

墓坑内 に お い て は ベ ン ガ ラ を 確認 し て い る （ 固 19下） 。 そ の 分析 に つ い て は 第 4 章 に掲載 し た 。

4 周溝

周 溝 は 旧 表土 ・ 地 山 部分 ま で掘削 し て お り 、 墳丘の北側 ～ 東側 に お い て確認 し た 。 西側 （調査区域

外） に も 周溝が続い て お り 、 南側 は斜面下方 に 向 か う に つ れ浅 く な り 消 失す る 。 調査区南方境 は工事

の た め に斜面が削 り 取 ら れて い る た め 詳細 は不 明 で あ る が、 周 溝 は墳丘南面 ま で巡 ら な い と 考 え て い

る 。 確認 し た 周溝 は 幅約 2 � 4 m、 最 も 深 い 箇所で深 さ 約O. Smで あ る 。 周 溝 内 か ら は 土師器片 • 須恵

器片 が出土 し て い る 。

- 27 -



第 3 章 調査の結果

北トレンチ

----‘ — 一

ク
ー

ク

,.-­ ． ヽ
＼ここ ／

9. 黒褐色土 (7.SYR ) 培丘盛土
1 0. 黒褐色土 (7.SYR ) 墓坑埋土
1 1 .  黒褐色土 ( 1 0YR ) 墓坑埋土
1 2. 黒褐色土 ( 1 0YR ) 墓坑埋土
1 3. 褐色土 ( 1 0YR ) 墓坑埋土
1 4. 暗褐色土 ( 1 0YR ) 棺の逗込土
1 5. 暗褐色土 ( 1 0YR ) 棺の裏込土
1 6. 暗褐色土 ( 1 0YR ) 棺の裏込土
1 7. 暗褐色土 ( 1 0YR ) 棺の裏込土
1 8. 褐色土 ( 1 0YR ) 棺の裏込土
1 9. 黒褐色土 (7.SYR ) 旧表土、 粘性あり
20. 褐色土 (7.SYR ) 地山
21 . 明褐色土 (7.SYR ) 地山

1 .  黒褐色土 (7.5YR ) 腐葉土
2. 褐色砂質土 (7.5YR ) 流土、 小礫 (;1 0cm) が多く混じる
3. 褐色土 (7.5YR ) 流土、 礫が多い、 粘性あり
4. 褐色土 (7.5YR ) 周溝埋土上府 、 粘性あり
5. 褐色土 (7.5YR ) 周溝埋土、 小礫が多い
6. 褐色土 (7.5YR ) 周溝埋土 、 礫 (;20cm) が多く混じる
7. 褐色土 (7.5YR ) 周溝埋土 、 礫 (;20cm) が多く混じる
8. 黒色土 (7.5YR ) 周溝埋土、 礫も混じる

東トレンチ

42.000m 

1 .  黒褐色土 (7.SYR 3/2) 腐葉土
2. 黒褐色土 (7.SYR 3/1 ) 墳丘盛土、 粘性あり、 礫がわずかに混じる
3. 黒色土 (7.SYR 2/1 ) 墳丘盛土、 粘性あり、 拳大の礫が混じる
4. 撹乱
5. 黒色土 ( 1 0YR 2/1 ) 墓拡埋土、 粘性あり
6. 黒色土 ( 1 0YR 2/1 ) 旧表土、 粘性あり

7. 暗褐色土 (7.5YR 3/3) 周溝埋土、 拳大の礫が多く混じる
8. 黒色土 (7.5YR 2/1 ) 周溝埋土、 最下屈
9. 黒色土 ( 1 0YR 2/1 ) 旧表土、 粘性あり
1 0. 褐色土 ( 1 0YR 4/4) 地山
1 1 .  明褐色土 (7.5YR 5/6) 地山

図 1 7 1 1 号古墳墳丘断面図
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図 1 8 1 1 号古墳墓坑検出状況
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1 1 号古墳第 5 節

A' 
42.400m 

A 、
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t黒褐色土 ( 1 0YR 5/1 ) 埋土 （粘土唇より東側の埋土）
2. 褐色土の混合 ( 1 0YR 5/3と1 0YR 3/3) 墓坑埋土

B
' 

42.SOOm 

f-- 8 ヒ—- 9 

t黒褐色土 ( 1 0YR 3/1 ) 墓坑埋土
2. 褐色土 ( 1 0YR 5/3と1 0YR 3/3) 墓坑埋土
3黒褐色土 (7.5YR 2/2) 墓坑埋土
4. 黒褐色土 ( 1 0YR 2/2) 墓坑埋土
5. 褐色土 (7.5YR 4/3) 墓坑埋土
6. 黒褐色土 ( 1 0YR 2/2) 墓坑埋土
7. 黒色土 ( 1 0YR 2/1 ) 墓坑埋土
8. 黒色土 ( 1 0YR 2/1 ) 
9. 暗褐色土 ( 1 0YR 3/3) やや粘質
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3. 黒褐色土 (1 0YR 312' 
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第 3 章 調査の結果

5 出土遺物

( 1 ) 遺物 の 出土状況 （ 図22)

墓坑か ら は 、 原位置 を 保 っ て い る と 思 わ れ る 位置で須恵器提瓶 と 土師器壺が出 土 し た 。 ま た 、 周 溝

の埋土の最下層 か ら 須恵器高杯や土師器甕が出土 し て い る 。

( 2 ) 出 土遺物点数

1 1号古墳か ら は 、 接合前 の破片 数で須恵器16点、 土師器54点 、 金属 製 品 1 点 、 合計71点 、 接合後の

破片数で須恵器14点 、 土師器14点 、 金属 製 品 1 点、 合計29点が出土 し た 。 接合後の破片 数の 内訳 は 、

須恵器が杯類10点、 高杯 3 点 、 提瓶 l 点 、 土 師器が甕 13点 、 壺 l 点 、 金属 製 品 は 鉄鏃 1 点 で あ る 。

( 3 ) 出 土遺物 の説明

21 は 須恵器提瓶であ る 。 ほ ぽ完形で あ り 、 棺外小 口 の 粘土塊の 上 よ り 出 土 し た 。 背面、 腹面、 及 び

口頸部外面 は カ キ メ 調整がな さ れ、 背面 に は放射状のヘ ラ 描 き 文がわずか に み ら れ る 。 肩 部 に は 一対

の環状把手が付 き 、 そ の 表面 は ヘ ラ 状工具で丁寧 に 面取 り さ れ て い る 。 口縁部 は 受 け 口状 を 呈 し 、 端

部 は 丸 く 仕上 げ ら れて い る 。

22 は 須恵器高杯で あ る 。 脚 部外面 に 一条の低い突帯が巡 り 、 端部 は 尖 る 。 脚柱部 の 透 し の底辺がわ

ずか に確認で き る 。

23 は 須恵器杯蓋で あ る 。 受部 は 鋭 く 外側 に 引 き 出 さ れ、 そ の端部 は 尖 る 。

24 は 土師器壺で あ る 。 完形で あ り 、 21 と 同 じ く 棺外小 口 の粘土塊の 上 よ り 出土 し た 。 底 部外面 に は

木葉痕が残 り 、 体部 内面下方 に は 絞 り 込み痕が顕著 に 残 る 。

25 は鉄鏃で あ る 。 棺内 の床面直上 よ り 出 土 し た 。 鏃身部が欠落 し て い る 。

26 · 27は 須恵器高杯で あ る 。 26 は 全体的 に 暗灰色 ～ 黒色 を 呈 し 、 胎 土 中 に 白 色粘土が筋状 に 入 る 。

脚裾部 に は 一条 の 突帯が巡 る 。 27の胎土 は26 よ り 砂質で、 白 色粘土 は み ら れ な い 。

28 は 須恵器杯蓋で あ る 。 内 面 は すべ て 剥 落 し て い る が、 受 け 部 は 鋭 く 、 口縁部 は わずか に 外側 に 開

く 。 胎土中 に 白 色粘土が筋状 に 入 る 。

29 は 須恵器高杯蓋 と し た が、 高杯の杯部の可能性 も あ る 。

30 · 31 は 土 師器甕 で あ る 。 31 は 図22 に 示 し た よ う に 、 脚部 と 体部 の 出 土位置がや や 離 れ て い る が、

胎土や全体の器形か ら 同 一個 体 と 判 断 し た 。 脚部 の 器壁 は厚 く 、 端部 は 平坦面 を 有 す る 。 体部内 面 に

は 細 か い ハ ケ 調整、 外面 に は粗 い ハ ケ 調整がな さ れ、 口縁端部 は わ ず か に 外側 に 突 出 す る 。 な お 、 外

面 中 程 に煤が付着 し て い る が、 内面 に ば煤がみ ら れ な い 。

32 · 33 は 須恵器杯蓋 で あ る 。 32 は ト レ ン チ掘削 に お い て 出 土 し 、 33 は 1 1号古墳の墳丘上 の 表面採集

資料で あ る 。 32の 受 け 部 は 鋭 く 、 天井部外面上方 は 回転ヘ ラ 削 り が施 さ れて い る 。 33は 高杯の杯部の

可 能性 も あ る 。

34 は 須恵器杯身 で あ る 。 1 1号古墳の墳丘上 の 表面採集資料で あ る 。

須恵器の産地 と 時期 は 、 23 · 28 · 32が猿投産で 5 世紀末 - 6 世紀初頭、 21 · 22 · 26 · 27 · 29 · 33が

畿内系で 6 世紀末 - 7 世紀初頭、 34が美濃須衛産で 8 世紀 中 頃 で あ る 。 古墳の 時期 は 2 通 り の 解釈が

で き る 。 一 つ は 5 世紀 末 - 6 世紀初頭 に 木棺直葬墓が構築 さ れ、 6 世紀 末 - 7 世紀初頭 に再利用 し た

と い う 考 え で 、 も う 一 つ は 6 世紀 末 - 7 世紀初頭 に 木棺直葬墓が構築 さ れ、 そ れ以前 の 遺物 は 混 入 と

す る 考 え で あ る 。 調査結果か ら 、 ど ち ら が妥 当 か判 断で き な か っ た 。
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第 5 節 1 1 号古墳

図20 1 1 号古墳出土遺物実測図 ( 1 )

表 3 1 1 号古墳 出土遣物観察表 ( 1 )

掲載 出土 グ リ
口径 口縁

実測 挿 図
番号 位置 ッ ド 恩位 退物名 底径 調整 胎土 焼成 色調 残存 備考

番号 図 版器高 X/12 

畿 内 系 か 猿 投
産。 肩 部 に 力 対

I I 号 粘 土 須恵器
8. 8 背而 と 腹面、 及 び口 直径 I - 2 mmの 白 色

灰 色
の 環 状把手。 'Ir

21 
塙坑

7 8  
塊 提瓶

頸部外面 カ キ メ 、 ロ 粒 を わ ず か に 含 む 。 良好
( N4/0) 

12. 0 面 に ヘ ラ 描 き 30 20 1 1  
23. 2  頸部内 面 回 転 ナ デ 砂質。 文。 外 i/11 に fl 然

釉 降 灰。 6 c後
半 - 7 C初。

1 1 号 須恵器
やや粗、 径 I - 2 mm 

灰 白 色
畿 内 系。 脚 柱 部

22 
墓坑

7 8  埋土
高杯

( I I .  0 )  脚部内外面 回 転 ナ デ の 白 色 、 灰色粒 を わ 良好 (7. 5Y7 /1 )  
に 穿 孔 あ り 。 6 32 20 1 1  

ず か に 含 む 。 c 末 - 7 c初。

14. 0 口 縁部内外面 回転ナ
や や粗、 径 I mm以下

1 1号 須恵器 の 白 色粒 を わ ず か に 灰色 狼投産。23 
慕坑

7 8  埋土
坪蓋

デ、 天井部外面 回 転
含 む c 白 い 粘：I·. が筋

良好 (N4/0) 
1. 2 

5 c;I< - 6 clili。
33 20 1 1  

ヘ ラ 削 り 状 に 入 る 。

底部外面木蔀痕、 体 粗、 径 3 mm以ド の 白

I I号 粘土 土師器
7. 2 部外面 斜 め ハ ケ 、 ロ 色 、 灰 色 、 褐色粒 を

浅黄橙色
体 部 内 面i f 方 に

24 
墓坑

7 8  
塊 壺

5. 2 緑部外面 横 ナ デ、 内 や や 多 く 含 む 。 繊維 良好 ( lOYRS/4 ) 
12. 0 絞 り 込 み 痕 あ 34 20 1 1  

6 .  7 面横ハ ケ 、 体部内面 状の植物遺体 も み ら り 。 ほ ぽ完形。
指圧痕 れ る 。

1 1 号
長 さ 9. 9cm

25 7 8  埋土 鉄鏃 幅 0. 5cm 上部欠損 35 20 I I  
墓坑

庫 さ 0. 3cm

- 3 1  -

※法羅の （ ） は 推定値 を ポ す
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図21 1 1 号古墳 出土遺物実測図 ( 2 )

表 4 1 1 号古墳出土遺物観察表 ( 2 )

掲載 出 土 グ リ
口径 口縁

番号 位置 ッ ド 層位 遣物名 底径 調整 胎土 焼成 色調 残存 備考
実測 挿 図

器高 X/12 番号 図 版

1 1 号
やや粗、 径 I mm以下

畿 内 系。 外 面 に
26 6 8  最下附

須恵器 8. 2 脚 部 ～ 杯部内外面 u,1 の 白 色粒 を わ ず か に 灰 色
周 溝 高 坪 転 ナ デ 含む。 白 い 粘上が筋

良好 (N3/J )  自 然釉 降灰 。 6 36 21 1 1  
c末 - 7 c初。

状 に 入 る 。

27 1 1号
最F附

須恵器 脚部外面板ナ デ、 内
やや粗、 径 1 - 2 mm 

灰 色
畿内系。 脚 部 3

周溝
6 C  

高杯
の 白 色 、 灰色粒 を わ 良好 穿 孔。 6 c末 ～

面 回 転 ナ デ (N4/l ) 37 21 1 1  
ずかに含む。 砂 質。 7 c初。

1 1号
やや粗、 径 1 mm以下

猿投産。 内 面 剥
28 7 8  上陪

須恵器 口縁部 ～ 天井部外面i の 白 色粒 を わずか に 灰 白 色
周 溝 坪 蓋

不良 0. 3 落。 5 c末 - 6 c  
回転ナ デ 含 む 。 白 い 粘土が筋 (NS/1 )  39 21 1 1  

～月立l」• 。
状 に 入 る 。

29 1 1 号
最下陪

須恵器 天井部外面回転ヘ ラ
やや粗、 径 1 mm以下

黄灰色 畿 内 系。 6 c末
周 溝

6 8  
高杯蓋

の 白 色粒 を わずか に 良好
削 り 、 内 面 回 転 ナ デ

含む。
(2 .  5¥5/1 )  - 7 c初。

38 21 I I  

30 1 1号
最下陪

土師器 体部外面縦ハ ケ 、 内
匝 径 1 - 3 mmの 白

浅黄橙色7 C  色、 灰色、 赤色粒 を 良好
周 溝 甕 面縦方向の削 り ( lOYRS/3) 20 21 I I  

幾つか含む。

脚 部 内 面 ・ 体部内外

I I号 土師器
(16 . 4 )  面 • 口縁部内面横 ～ 粗、 径 3 mm以下の白

31 
周溝

7 C  最下層 ＜ 字甕
10. 2 斜 め ハ ケ 、 脚部外面 色 、 灰色、 褐色粒 を 良好

灰 白 色 3. 5 体部外面 に 煤付

指圧痕、 口縁部外面 多 く 含 む。
(2 .  5Y8/2) 培。

40 21 1 1  

横 ナ デ

北 ト レ
天井部外面上方回転

やや粗、 径 1 nun以下
猿投産。 受 部 径

32 1 1 号 7 8  須恵器 ヘ ラ 削 り 、 他 は 回 転
の 白 色粒 を わ ず か に 灰 黄 色

ン チ 杯藍
不良 13. 0 cm。 5 c末

含む。 白 い粘土が筋 (2. 5Y6/2) 51 21 11 
ナ デ

状 に 人 る 。
- 6 c前。

33 1 1号 表土
須恵器 天井部外而回転ヘ ラ

やや粗、 径 l mm以下
黄灰色 畿 内 系。 6 c末7 C  の 白 色粒 を わ ず か に

杯蓋 削 り 、 内 而 回 転 ナ デ
良 好 52 21 11 

含 む 。
( 2 .  5Y5/l )  - 7 c初。

底部外面 回転ヘ フ 削
やや粗、 径 1 mm以下

須恵器 り 、 高 台周 辺 ～ 体部
34 1 1 号 7 C  表土 (9. 0) の 白 色 、 灰 色粒 を わ 良好

灰 色 美濃須衛産。 8
杯身 内外面回転ナ デ、 底 (N5/l)  50 21 1 1  

部内而静止指ナ デ
ずかに含む。

c中 。

※ 法祉の （ ） は推定値 を 示 す
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第 4 章 自 然科学分析

土 師器 ・ 粘土塊 • 赤色顔料 の 分析

藤根 久 （パ レ オ ・ ラ ボ）

1 は じ め に

7 号古墳 か ら は 、 埋納 し た 土師器や灰 オ リ ー ブ色 (7. 5Y 6 I 2 ) の 粘土塊が検出 さ れ た 。 ま た 、 隣

接す る 床面か ら は 、 赤色顔料が塊状で検 出 さ れ た 。

こ こ で は 、 土師器の材料、 粘土の化学組成 、 赤色顔料の成分 に つ い て検討 し た 。

2 試料 と 方法

以下で は 、 1 . 土師器の胎土材料、 2 . 粘土塊の化学組成、 3. 赤色顔料の成分の各項 目 に つ い て そ れ

ぞれ述べ る 。

［土 師器の胎土材料］

試料 は 、 7 号古墳か ら 出 土 し た 土 師器片 で あ る 。

こ の 土 師器 は 、 次 の 手順 に 従 っ て 偏光顕微鏡観察用 の 薄 片 （ プ レ パ ラ ー ト ） を 作成 し た 。

( 1 )試料 は 、 始め に 岩石 カ ッ タ ー な どで整形 し 、 恒温乾燥機 に よ り 乾燥 し た 。 全体 に エ ポ キ シ 系樹脂 を

含浸 さ せ固化処理 を 行 っ た 。 こ れ を ス ラ イ ド グ ラ ス に接着 し平面 を 作成 し た 後、 同 様 に し て そ の平面

の 固化処理 を 行 っ た 。

(2) さ ら に 、 研磨機及 びガ ラ ス 板 を 用 い て研磨 し 、 平面 を 作成 し た 後 ス ラ イ ド グ ラ ス に接着 し た 。

(3) そ の 後 、 精密岩石薄片作製機 を 用 い て切 断 し 、 ガ ラ ス 板 な ど を 用 い て研磨 し 、 厚 さ 0. 02mm前後の 薄

片 を 作成 し た 。 仕上 げ と し て 、 研磨剤 を 含 ま せ た 布板上 で琢磨 し 、 コ ー テ ィ ン グ剤 を 塗布 し た 。

土師器薄片 は 、 薄片全面 に つ い て微化石類 （珪藻化石 、 骨針化石、 胞子化石 ） や大型粒子 な どの 特徴 に

つ い て 観察 ・ 記載 を 行 っ た 。 な お 、 こ こ で採用 し た 各分類群 の 記載 と そ の特徴 な ど は 表 5 の 通 り で あ る 。

［粘土塊の化学組成］

粘土塊 は 、 恒温乾燥機内 で80℃ 、 24時間乾燥 し た 。 そ の 後 、 電気炉 を 用 い て 750℃ 、 3 時 間 で焼成 し 、

強熱減量試験 を 行 っ た 。

こ れ ら 粉末 は 、 乳鉢で粉末 に し た 後、 塩化 ビ ニ ー ル 製 リ ン グ に 充填 し て20 t 加圧 し て 成型 し た 。

測 定 は 、 （樹パ ナ リ テ イ カ ル社製波長分散型蛍光 X 線分析装置MagiX (PW2424型） を 用 い て 検量線法 に

よ る 定量分析 を 行 っ た 。 測定元素 は 主成分元素 (Na20、 MgO、 Al 2 0 3 、 SiO ぃ P 2 0 5 ヽ 応 O、 CaO、 TiOハ

MnO、 Fe心 ） と 微量元素 (Rb、 Sr) で あ る 。

［赤色顔料の成分分析］

試料 は 、 現地 に お い て フ ィ ル ム ケ ー ス に 取 り 上 げ ら れ た 赤色塊で あ る （ 図24) 。 こ の 試料 は 、 シ ャ ー

レ 上 に 展 開 し 、 際立 っ て 赤 い 部分 を 選 ん で ポ イ ン ト 分析 し た 。
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測 定 は 、 （樹堀場製作所製XGT - 5000Type II を 用 い た 。 仕様 は 、 X 線導管径lOO µ m、 電圧50KV、 電流
0. 06mA、 測 定 時 間200secで 行 い 、 標準試料 を 用 い な いFP法 （ フ ァ ン ダ メ ン タ ル パ ラ メ ー 法） で 半 定
量分析 を 行 っ た 。

3 結果 お よ び考察

［土師器の胎士材料］

こ こ で は 、 土師器薄片全面 に つ い て 、 偏光顕微鏡 を 用 い て 粒 子 の 観察 と 同 定 を 行 っ た 。 な お 、
で使用 し た粒子の分類群 に つ い て は 、 藤根 • 今村 (2003) を 参照 さ れ た い 。 以下 に 、 顕微鏡観察 に よ
る 特徴記載 を 述べ る 。

土師器 ： 60 -300 µ mが多 い （最大粒径 1 . 3mm) 。 石英 • 長石類 〉 複合石英類 （微細 ） 〉 ガ ラ ス 質 〉 複合
石英類、 雲母類 、 単斜輝石、 斜方輝石 、 角 閃石類 、 ジ ル コ ン 、 雲母類、 珪藻化石 （ 湖 沼 浮遊生指標種
群Melosira granulata、 淡水種Eunotia biareofera、 Pinnularia属 、 Eunotia属 、 Cocconeis placentula、 不明種） 、
骨針化石、 胞子化石、 植物珪酸体化石 （ ヨ シ 属含 む ）

表 5 に 、 土師器の 観察結果 に つ い て 、 粘土の特徴、 砂粒の特徴、 鉱物 の 特徴 と し て ま と め た 。

当 遺跡が立地す る 地域 は 、 長良川 と 津保川 が合流す る 西側 地域 で あ る が、 周 辺 に 形成 さ れ た段丘堆

積物 中 の砂層 の砂粒組成 は堆積岩類や流紋岩類 あ る い は 深成岩類 と 推定 さ れ る 。 土 師器胎土 中 の砂粒

組成 は 、 堆積岩類主体で あ り そ の 他深 成 岩類 と テ フ ラ で あ り 流紋岩類 な ど が含 ま れ て い な い こ と か

ら 、 隣接地 の組成 と は 直 ち に 言 え な い 。

一方、 淡水種珪藻化石が含 ま れ て い た が、 こ れ ら は珪藻化石 の 特徴か ら 湖 沼 あ る い は 沼沢地 な どで

堆積 し た粘土で あ る こ と が分か っ た 。 こ こ で見 ら れ る 珪藻化石 の種類や構成種 は 、 琵琶湖 周 辺 の 堆積

物 で は 良 く 見 ら れ る が、 こ う し た 地域の 可 能性 を 考 え て み る 必要があ る 。

表 5 土師器胎土の粘土及び砂粒の特徴
粘土の特徴 砂粒の特徴 鉱物の特徴

質粒

の
の
徴

そ
他
特

細

誓

＋

Jo
渭

刊

ザ
ー

(

ル
ン

＋

ジ
コ

＋

畔
類

＋＋
 

閃
類

角
石

ラ7

+

 

テ昨
類

一

紋
類

流
岩

灰
類

凝
岩

山
類

火
岩
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成
類

深
岩

積
類

＋

堆
岩
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c
 

類分

岬
暉
仰TcI
+＋

 

子
石

胞
化

＋
 ロ分

器

種

雁17
 
t

 

器

［粘土塊の化学組成］

表 6 に 、 各試料の 強熱減量 と 蛍光 X 線分析 に よ る 結果 を 示す 。 強 熱減量 （ ％ ） は 、 乾燥重量 に対す

る 強熱重量 の 百 分率 と し て 示 し 、 主 に 粘土 中 に 含 ま れ る 有機物 量 お よ び結合水量 や結晶水量 の 目 安で

あ る 。 こ の 強熱減量値 は 、 概ね 一 般的 な 粘土 と 大差 な い値 を 示 し て い る 。

試料 は 、 肉 眼観察 に お い て は砂粒分の 少 な い粘土で あ っ た 。 ま た 、 少量 を 水 に 溶い て 顕微鏡で観察

す る と 珪藻化石や植物珪酸体化石 な どの微化石類 を 含 ま な い粘 土 で あ っ た 。

分析の結果で は 、 酸化 ア ル ミ ニ ウ ム (Al 2 0 け が約22 . 76% と 高 く 、 酸化 ケ イ 素 (Si0 2 ) が約63 . 74 % 

と 高 い 。
一般的 に 、 粘土で は 酸化 ア ル ミ ニ ウ ム が高 く 、 砂粒で は 酸化 ケ イ 素 が高 い 。 た と え ば、 美濃須衛産

の 山 茶碗で は 、 酸化 ア ル ミ ニ ウ ム が約 17 - 21 % 、 酸化 ケ イ 素 が約71 - 78 % で あ る （藤根、 2000) 。 こ う
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し た こ と か ら 、 比較的粘土分の 高 い粘土であ る と 言 え る 。

な お 、 顕微鏡観察 に よ り 珪藻化石や植物珪酸体化石 な どの微化石類 を 含 ま な い こ と か ら 、 段丘堆積

物 の 可 能性が考 え ら れ る 。 当 遺跡の北側、 関市広見 一 池尻地内 あ る い は 下有知地内 の 水 田 地 で は 、 低

地的景観 を 呈す る も の の水 田 直下 に は 青灰 ～ 灰 色 の 厚 い 粘土層 が堆積 し て い る 。 こ れ ら 粘土層 は 、 数

万年前 に堆積 し た段丘成 の堆積物 と 推定 さ れ る が、 現在瓦 の 粘土材料 と し て採掘 さ れ て い る 。

な お 、 こ れ ら 山茶碗 と 比べ て 酸化マ グ ネ シ ウ ム や酸化鉄 な どが高 い値 を 示 し て い る 。

表 6 粘土塊の化学組成
（化学組成） ［主成分元素] Na,O : 酸化ナ ト リ ウ ム 、 MgO : 酸化マ グ ネ シ ウ ム 、 Al ,O, : 酸化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 SiO, : 酸化ケ イ 素、 P,Os : 酸化 リ ン 、

K,O : 酸化カ リ ウ ム 、 Cao : 酸化カ ル シ ウ ム 、 TiO, : 酸化チ タ ン 、 MnO : 酸化マ ン ガ ン 、
Fe,O, : 酸化鉄 ［微拭元素] Rb : ル ピ ジ ウ ム 、 Sr : ス ト ロ ン チ ウ ム 、

強熱減鼠 (750℃ 、 3 時 Ill! ) Na,O MgO Al ,0 "  SiO, P ,O ,. K ,O CaO TiO, MnO Fe ,O,  Rb 
No 主成分

強熱減掻 乾燥煎飛 強熱匪祉 の合計
(g) (g) (g) ( % )  （ ％ ）  （ ％ ）  ( % )  ( % )  ( % )  （ ％ ）  ( % )  ( % )  ( % )  (ppm) 

粘土 4 . 03 3. 76 6. 70 0. 18 1 .  78 22. 76 63. 74 0. 040 3. 39 0. 01 1 . 13 0. 020 4. 23 97. 28 293. 88 

誤 差 0. 29 0. 59 0. 66 I .  05 0. 010 0. 04 0. 06 0. 01 0. 002 0. 30 4 . 10 

［赤色顔料の成分分析］

Sr 

(ppm) 

72. 56 

55. 40 

分析の結果、 赤味の 強 い 部分の ポ イ ン ト 分析で は 、 鉄 (Fe) が約78. 97% 含 ま れ て い た 。 そ の他 の 元

素 で は 、 イ オ ウ が約2. 94 % と 比較 的 高 い 数値 を 示 し た 。 な お 、 他 の 赤色成分で あ る 水銀 (Hg) な ど は

含 ま れ て い な か っ た （ 図24) 。

こ う し た こ と か ら 、 こ の赤色顔料 は ベ ン ガ ラ で あ る 。

ベ ン ガ ラ は 、 古代 の も の は鉄 に 富 ん だ土、 す な わ ち 赤土 の 類 を 焼 い て作 ら れ た も の と 考 え ら れ て い

る （ 山 崎 (2002) ) 。 ま た 、 岡 田 (1997) は 、 縄文時代 か ら 古墳時代 に か け て用 い ら れ た パ イ プ状ベ ン

ガ ラ は 、 珪藻化石が見 ら れ た こ と か ら 、 崖端や湧水部や 池 中 に 沈殿 し た 糸状体 を 形成 す る 鉄細 菌 の 生

産物 を 焼成 し た結果得 ら れ た も の と 推定 し て い る 。

引 用 文献

藤根 久 • 今村美智子 (2003) 第 6 節 住居跡 ・ 土坑墓 出 土土器の胎土材料． 「深橋前遺跡 （ 第 2 分

冊） 」 、 財 団法人岐阜県文化財保護 セ ン タ ー 、 p . 34 - 51 .  

藤 根 久 (2000) 第 3 節 山 茶碗 の 蛍光 X 線分析． 「船山北古墳群 • 船山北古窯跡群 • 船山北遺跡 （ 第

2 分冊） 」 、 財 団法人岐阜県文化財保護 セ ン タ ー 、 p . 12 - 15.

岡 田 文男 (1997) パ イ プ状ベ ン ガ ラ 粒子の復元． 日 本文化財科学会第14回大会研究発表要 旨集、 p . 38
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山 崎一雄 (2002) 古文化財 の科学． 思文閣 出版、 p. 352
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第 4 章 自 然科学分析

b 

測定時間 · ioo s ,· n処理時Jn/ : P1 

XGT 径 100 µ m  X 線管fttJ王 ・ 50 kV 

冠流 : 0. 06 mA 

元素 うイン 質量濃度 [") 2 a ["l 強度 [cps/叫1 化学式 質鼠濃度 ［幻

13 Al K 2. H 0. 99 11. 91 Al203 4. 61 

14  S I  K 6. 20 0. 70 103. 97 Si02 13. 27 

16 S K 1 . 18 0. 16  IOI .  32 S03 2. 91 

22 Tl K 0. 05 0. 0� 1 1 .  39 T!02 0. 08 

25 Mn K 0. 10 0. 05 29. 02 MnO 0. 13 

26 Po K 55. 23 I. 45 16029 97 Fo203 78 97 

8 0 3�. 80 I .  36 

Rh 

Rh 

0.39 keV 20.87 keV 

図24 赤色顔料塊 と ポ イ ン ト 分析結果

a : 赤色顔料塊の マ イ ク ロ ス コ ー プ写真

b : ポ イ ン ト （矢印） 分析の ス ペ ク ト ル 図 と 分析結果
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第 5 章 ま と め

第1節 調査区 内 の 動 向

今回 の調査で は 、 古墳時代以 表 7 調査区 内の動向

降 の 遺構 と 遺物 を 発見 し た （ 表

7 ) 。

古墳時代 で は 5 世紀末 - 7 世

紀初頭 に か け て 1 1号古墳が、 7

世紀 中 頃 に 7 号古墳がそ れ ぞれ

構築 さ れ る 。 1 1号古墳の構築時

期 の確定 は で き な い が、 出 土遺

物 よ り 5 世紀末- 6 世紀初頭か

ら こ の 地 に 人 々 の往来があ っ た

こ と がわ か る 。 そ の後、 江戸時

代 末 ま で 人 々 は 痕跡 を ほ と ん ど

残 し て い な い が、 8 世紀 中 頃 の

須恵器片が 1 点 の み 出 土 し て い

る 。 江戸時代末 に は 、 残 り の 良

い瀬戸美濃産の 土瓶が 7 号古墳

の墳丘上 か ら 出 土 し た 。 古墳 の

墳丘 を 利 用 し て 中世墓や 近世墓

が造 ら れ る 事例 は 、 揖斐郡 池 田

町願成寺西墳之越古墳群 （横幕

1999) 、 可児郡御嵩 町金 ヶ 崎遺

跡 （ 岐阜県教育文化財 団 文化財

保護 セ ン タ ー 2003) 、 可児 市前

山 3 · 5 号古墳 （ 岐阜県教育文

化 財 団 文 化 財 保 護 セ ン タ ー

西暦

B.C.550  

A.D.250  

600 

800 

1 000 -

1 200 -

1 400 -

1 600 

1 800 -

時代
旧石器時代
縄文時代

弥生時代

前期

古墳 後期時代
中期

飛鳥時代

奈良時代

平安時代

鎌倉時代

室町時代

安土・桃山時代

江戸時代

明治時代以降

遣構

1 1号古墳

7 号古墳

2003) な ど数多 く が知 ら れ て い ※ 弥生時代の始 ま り の西暦は武末 • 石川2003 に 、

第 1 節 調査 区 内 の動向

遺物 備考

須恵器
土師器 古墳構築
金属製品

須恵器

近世陶器
金属 製品 神社 ・祠
瓦 などに利用

る 。 そ の う ち 、 近世墓が発見 さ
古墳時代 の始 ま り の西暦 は赤塚2003 に そ れぞれ従 っ た 。

れ た 金 ヶ 崎遺跡や前 山 3 号古墳 の 出土遺物 に は 、 練鉢や 土瓶 な どの大型 の調理具が比較 的多 く 使用 さ

れ て い る 傾向 があ る 。 当 遺跡 に お い て も 、 調査区 に接 し て小 さ な 祠 が存在 し て い た た め 、 江戸時代末

～ 明治時代 に か け て は 信仰 の対象地 と な っ て い た可能性 も あ る 。
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第5章 ま と め

第 2節 古墳の 時期と 形態

今回 の調査検出した3基の古墳の諸要素をまとめると表8 のようになる。

7号古墳は成瀬氏による横穴式石室の分類 （ 成瀬1985)によると、 石室の平面型は 1II 型式、 玄室の

平面形は B 類、 羨道の平面形は c 類となる。 氏によると美濃地方において形式 III -B-cは7世紀初頭

- 7世紀末までみられるとされており、 7号古墳の構築時期が7世紀中頃であるので、 その時期の平

面形として、 当地方の一般的な形態を採用 したといえる。 また、 7号古墳の石室の一特徴として、 玄

室内の側壁には川原石が、 羨道部の側壁の下段には川原石、 同上段には山石 （ チ ャ ー ト）が、 それぞ

れ用いられていることが挙 げられる。 その類似例として関市塚原7号墳、 富加町稲荷山古墳などがあ

る。 塚原7号墳は6世紀末�7世紀初頭の構築で、 両袖式の横穴式石室を有する。 玄室と羨道部は大

半が川原石を用いているが、 羨道部先 端に2 つの大きな山石を配置している。 羨道部に川原石 と 山石

を併用 するという点で七反 田 番場山7号古墳と同 じ だが、 山石を配置する場所が異なり、 奥壁も山石

と川原石の併用 する点で異なる。 稲荷山古墳は6世紀後半の構築で、 無袖式の横穴式石室を有する。

詳細は不明であるが、 報告書の写真図版をみる限りでは、 羨道部は下段に川原石、 上段に山石を積んで

いるようである （早川 他1970)。この3 つの古墳は構築時期や規模が異なるため、 安易に比較すること

は避けるべきであるが、 長良川中流域でこのような古墳が分布している事実は看守すべきであろう。

10号古墳は同 じく成瀬氏の横穴式石室の分類によると、 石室の平面型と羨道の平面形は不明で、 玄

室の平面形は B 類となる。 この古墳は7号古墳に比べて石室が小規模であり、 出土遺物がないことか

ら築造時期は不明である。このような小石室はその出 現期から古墳時代終末期に至るまで、 規模の大き

な石室と併存し続け、 美濃地方では遅くとも7世紀中頃には出 現しているとされている （横幕2004)。

11号古墳は5世紀末�6世紀初頭に構築され、 6世紀末�7世紀初頭に再利用したという考えと、

6世紀末�7世紀初頭に構築されたという考えの 2 通りがある。 美濃地方における古墳時代中期末～

後期初頭の主体部が木棺直葬である古墳は、 美濃南西 端に位置する海津地域の東天神古墳群、 同東 端

に位置する恵那地域の森山古墳群などの7 古墳40基、 同中央部に位置する各務地域の熊 田山北古墳群

などが知られており （ 成瀬2002)、 同北 端に位置する郡上市白 鳥 町の西 ヶ 洞古墳群 （岐阜県文化財保護

センタ ー 1995)を加えても、 その数は極めて少ないことがわかる。 仮に11号古墳の時期を5世紀末～

6世紀初頭とすると、 上記のどの地域にも属さ ない地域で新たに確認されたことになり、 その意義は

大きい。 しかし、 発掘調査では6世紀末 - 7世紀初頭の再利用 の痕跡を確認できていないこ と も留 意

すべきである。 また、 6世紀末�7世紀初頭に構築されたとすると、 これまで美濃地方で確認されて

いる木棺直葬墓の最終年代より100年弱の隔たりを経ることになる。 このような類例がこれまで美濃

表 8 古墳の諸要素

項形

規模

外部施設

主体部

主体部長

主体部幅

副葬品等

築造時期

7 号古墳
円墳

直径約 13. 8m

外護列石 ・ 周溝あ り

横穴式石室 ・ 両袖式
約3. 2m

約 1 . 2m

須恵器 • 土師器

7 世紀中頃

10号古墳

不明

不明
確認で き な か っ た

横穴式石室

残存長約 1 . 8m

約0. 6m

な し

不明

11号古墳

円墳か

不明

周溝あ り

木棺直葬

残存長約 1 . 8m

約0. 4m

須恵器 • 土師器 · 鉄鏃

5 世紀末- 6 世紀初頭or

6 世紀末- 7 ilk紀初頭
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地方ではないことや、 調査では墓坑 と周

溝より 5世紀末-6世紀初頭の遺物が出

土していることなどから、 11号古墳の構

築時期を6世紀末-7世紀初頭と断定で

きない。 このように11号古墳の構築時期

についてば慎重にならざるを得ず、 今後

の検討に委ね ることにする。
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第 3節 古墳の 石室石材

七 反 田 番場山古墳群の あ る 番場 山 は 、 美濃帯堆積岩類 の チ ャ ー ト の 山 で あ り 、 チ ャ ー ト の 角 礫が存

在す る 。 ま た 、 番場 山 の 東 を 長良川 が流 れ て い る た め 、 上流 の 地 質 を 反映 し て 数種類 の 川 原石 （ 円礫 ）

が存在す る 。

石室 に 使用 さ れ て い る 石材 と し て は 、 美濃帯堆積岩類で あ る チ ャ ー ト • 砂岩、 奥美濃酸性岩類 、 及

び濃飛流紋岩類であ る 溶結凝灰岩 • 花 こ う 斑岩 • 石英斑岩 · 花 こ う 岩、 そ し て 安 山 岩があ る 。 こ れ ら

の岩石 は長良川 の上流域 に 分布す る 主 な 岩石 で あ り 、 番場 山 の 東 を 流 れ る 長良川 か ら 得 る こ と がで き

る 。 ま た 、 上記以外の 岩石 も 長良川 の礫 と し て 存在す る が、 分布範 囲 が限 ら れ て お り 、 少量 で あ る 。

石室 に 使用 さ れ て い る 岩石 は 、 近 く の チ ャ ー ト （角礫） 及 び長良川 の 川 原 に 見 ら れ る 主 な 円礫 か ら な

り 、 遠方か ら 連 ん だ と い う 可 能性 を 考 え る 必要 は な い だ ろ う 。

以下 に 、 2 基の古墳 の 石材 に つ い て 述べ る 。 7 号古墳 に 関 し て は 、 玄 室 内 と 羨道部の石材の特徴が

異 な っ て い る た め 、 そ れぞれ分け て 説 明 す る 。 古墳の側壁石 に は様 々 な 大 き さ の も の が使用 さ れ て い

る が、 平均径が約 15cm以下 の も の が大 き な 石 と 石 の 間 に 詰 め て あ り 、 詰 め て あ る 石 と そ う で な い 石 を

区 別 す る た め 平均径が15cm以上 と 未満 に 分 け て 石材 の 分類 を 行 っ た （ 表 9 . 図25) 。 7 号古墳 の 両側 の

立柱石 は い ずれ も チ ャ ー ト で で き て お り 、 こ れ ら 2 個 に つ い て は玄室 と 羨 道 の 表 に は 入 れ て い な い 。

[ 7 号古墳玄室］ ： 径15cm以上 は 、 約50% が溶結凝灰岩で 、 花 こ う 斑岩 な どが約25% を 占 め 、 砂岩、 花

こ う 岩 、 安山岩、 チ ャ ー ト は い ずれ も 10 % 以下 で あ る 。 径15cm以下 の 石 は 、 多 い順か ら 溶結凝灰岩 ： 約

45% 、 砂岩 ： 約20% 、 チ ャ ー ト ： 約 15 % で あ る 。

[ 7 号古墳羨道］ ： 径15cm以上 は 、 約65% がチ ャ ー ト で 、 溶結凝灰岩 と 花 こ う 斑岩 な どが合 わ せ て 約

30% で あ る 。 径15cm以下 の 石 は 、 チ ャ ー ト 、 砂岩、 溶結凝灰岩がほ ぼ同 じ で約30% ずつ で あ る 。

[ 7 号古墳 （全体） ］ ： 径15cm以上 は 、 約40% が溶結凝灰 岩 で 、 花 こ う 斑岩 な どが約20% 、 チ ャ ー ト が

約 15% を 占 め 、 砂岩、 花 こ う 岩、 安 山 岩 は い ず れ も 10% 以下 で あ る 。 径15cm以下 の 石 は 、 多 い順か ら

溶結凝灰岩 ： 約40% 、 砂岩 ： 約25% 、 チ ャ ー ト ： 約20% 、 安 山 岩 ： 約 10% で あ る 。

[ 10号古墳］ ： 径15cm以上 は 、 約50% が溶結凝灰岩で、 花 こ う 斑岩 な どが約20% を 占 め る 。 径15cm以下

の 石 は 、 チ ャ ー ト ： 約65% 、 砂岩 ： 約25% 、 溶結凝灰岩 ： 約 10% で あ っ た 。

2 基の古墳の石材 に つ い て 、 石材の 個 数が多 く な い た め特徴 に つ い て は 一概 に 言 え な い が、 次 の 4

点があ げ ら れ る 。

. 7 号古墳の玄室 と 羨道 の 石材 の 違 い は 明確 で 、 玄室 は90% 以上が円礫 で あ り 、 羨 道 は 3 分の 2 近

く が角 礫 （ チ ャ ー ト ） で あ る 。

. 7 号古墳の下部の 1 、 2 段 は玄室、 羨道 と も 俵形の 円礫 を 使用 し て い る 。 礫種か ら す る と ほ と ん

どが花 こ う 斑岩、 溶結凝灰岩で あ る 。 こ の 2 種類 の 岩石 は 、 石材の性質上、 柱状節理で割 れ る こ

と があ り 、 そ れが川 の 運搬 に よ り 俵形の 円礫 に な っ た も の で あ る 。

. 7 号古墳玄室内 と 10号古墳 に お け る 15cm以上 の石材 は 、 溶結凝灰岩 と 花 こ う 斑岩が多 く 、 両方で

約70% を 占 め る 。

. 7 号古墳 と 10号古墳 に お け る 15cm以上 の 石材 は 、 そ れ ぞれ の 石材 の 量比 に つ い て 10% 以上 の 違 い

は 見 ら れ な い 。
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7 •  1 0号古墳の石材一覧

第 5 章

表 9

［径15cm以上］

美濃帯堆積岩類 奥美濃酸性岩類、 濃飛流紋岩類
安 山 岩

チ ャ ー ト 砂岩 溶結凝灰岩 花 こ う 斑岩、 石英班岩 花 こ う 岩

7 号古墳玄室 3 6 49 24 10 7 

7 号古墳羨道 13 1 2 4 ゜ ゜
7 号古墳 18 7 51 28 10 7 

10号古墳 4 4 15 6 ゜ 1 

［径15cm未満］

美濃帯堆積岩類 奥美濃酸性岩類、 濃飛流紋岩類
安 山 岩

チ ャ ー ト 砂岩 溶結凝灰岩 花 こ う 斑岩、 石英班岩 花 こ う 岩

7 号古墳玄室 1 1  15 30 1 ゜ 8 

7 号古墳羨道 13 13  13  1 ゜ 1 

7 号古墳 24 28 43 2 ゜ ， 
10号古墳 20 8 4 ゜ ゜ ゜

7号古墳 ( 1 5cm径以上）
7 

28 

7号古墳羨道 ( 1 5cm径以上）

2
 

7号古墳玄室 ( 1 5cm径以上）

3 7

 

7号古墳玄室 ( 1 5cm径未満）

8 ゜

7号古墳羨道 ( 1 5cm径未満）

＼ 
1 3  

7号古墳 ( 1 5cm径未満）

2 

1 : チ ャ ー ト
2 : 砂岩
3 : 熔結凝灰岩
4 : 花 こ う 斑岩 な ど
5 : 花 こ う 岩
6 : 安 山 岩

凡例

1 0号古墳 ( 1 5cm径未満）

4 0干 °

8

 

1 0号古墳 ( 1 5cm径以上）

Q --, 1 

7 •  1 0号古墳の石材一覧

- 42 -

図25



第 3 節 古墳の石室石材

l!i' 
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七反田番場山 7号古墳

七反 田番場山 1 0号古墳

D チャー ト

砂岩

溶結凝灰岩

花こう斑岩

冒冒 石英斑岩

花こう岩

• 安 山岩

図26 石室使用 の石材
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第 5 章 ま と め

第 4節 須恵器の 産地 比較

こ こ で は今回 の調査で最 も 出土量 の 多 い 須恵器の 産地 に 着 目 す る 。 出 土 し た 須恵器は猿投 産 （尾張

系 ） 、 美濃で焼成 さ れ た 畿 内 系 、 美濃須衛産 （美濃系） の 3 種類 の胎土 に 分類で き る （渡邊1996) 。 胎

土毎の 時期 を ま と め る と 、 猿投産 （尾張系 ） が 5 世紀末 - 6 世紀前半 、 美濃産 （畿内系） が 6 世紀末

- 7 世紀初頭、 美濃須衛産 （ 美濃系） が 7 世紀 中 頃 と 8 世紀 中 頃 と な る 。 こ の よ う な 時期 に よ る 産地

の 選択が、 当 遺跡周辺で普遍 的 な 現 象 で あ る の か を 知 る た め に 、 当 遺跡 と 同 じ く 岐阜市の長良川 右岸

に 位置す る 堀 田城之内遺跡 の 須恵器 を 検討す る （ 岐阜市遺跡調査会 1996 、 岐阜県文化財保護 セ ン タ ー

1997) 。 堀 田 城 之 内 遺跡 は 、 当 遺跡 か ら 約4. 5km下流 に あ る 縄文時代 か ら 近世 ま で続 く 集落 遺跡 で あ

り 、 古墳時代 の須恵器が多量 に 出 土 し て い る 。 そ の 須恵器 は 、 猿投産 が 5 世紀末 - 6 世紀前半 、 6 世

紀末 - 7 世紀 中 頃 、 8 世紀後半 - 9 世紀前半、 畿内系が 5 世紀末- 6 世紀後半、 美濃須衛産が 6 世紀

末 - 9 世紀代 ま で で あ る （ 表10) 。 つ ま り 、 七 反 田 番場 山 古墳群で使用 さ れ て い る 須恵器の 産 地 の う

ち 、 猿投産 （尾張系 ） と 美濃須衛産 （ 美濃系 ） は 同 時期 に堀 田城 之 内 遺跡で も 使用 さ れ て い た と い え

る が、 畿内系須恵器 は 七 反 田 番場 山古墳群 と 堀 田城之内遺跡で使用 す る 時期 が全 く 異 な っ て い た と い

え る 。

比較の対象 と し た 遺跡の性格が古墳 と 集落遺跡 で あ る こ と や 、 今回 の 調査で は古墳 2 基 か ら し か遺

物が出土 し な か っ た た め 、 こ の よ う な 差が本 当 に存在す る の か慎重 に 判 断せ ね ばい け な い が、 今後 同

様の分析 を 重 ね れ ば明 ら か と な っ て い く と 思 わ れ る 。

表1 0 須恵器の時期 と 産地の比較

西暦 猿投編年

400 

東山 1 1 1号窯
東山48号窯
城山2号窯

500 東 山 1 1号窯

東山61号窯

＋ 

600 
東 山44号窯

東山50号窯
岩崎1 7号窯 （古）

岩崎1 7号窯 （新）
700 

岩崎4 1 ·高蔵寺2号窯
岩崎25号窯

鳴海32号窯

折戸1 0号窯
井ヶ谷78号窯800 

黒笹14号窯

美濃須衛編年

II 期後半

m 期前半

I11 期後半

w期 ー 1
w期 ー2前半

w期ー2後半

w期 ー3前半

w期ー3後半

猿投産
尾張系

- - - - - - 囀- - - - - - - - -

- - ●  

- - - - - - - - ·  

- - -

- - -

- - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - ·  - - -

畿内系

- - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - -

- -,- - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - -

美濃須衛産
美濃系

- - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - -

- - - - - - - - -

I 
- - - - - - - - -

- -

- -

- -

lllllllllllRI 七反田番場山古墳群
堀 田城之内遺跡
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図版 2 調査区遠景 ・ 近景

調査区 遠景 （ 南 か ら ）

調査区近景 （ 北 か ら ）



7 号古墳 ( 1 ) 図版 3

7 号古墳近景 （ 東 か ら ）
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7 号古墳床面検 出状況 （ 南 か ら ）



図版 4

7 号古墳石室側壁石検 出状況 （ 北 西 か ら ）



7 号古墳 ( 3 ) 図版 5_,-- . ーa,. 

7 号古墳閉塞石検 出状況 （北西 か ら ）

7 号古墳閉塞石検 出状況 （ 北 か ら ） 7 号古墳閉塞石検 出状況 （ 南 か ら ）

7 号古墳閉塞石検出 状況 （ 東 か ら ） 7 号古墳床面検 出状況 （ 北 か ら ）



図版 6 7 号古墳 ( 4 )

7 号古墳羨道部側壁石検 出状況 （ 東 か ら ）
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7 号古墳羨道部側壁石検 出状況 （ 西 か ら ）



図版 7

7 号古墳羨道部完掘状況 （ 南 か ら ）

7 号古墳前庭部検 出 状況 （ 南 か ら ） 7 号古墳遺物 出 土状況 （ 南 か ら ）

7 号古墳天井石検 出状況 （ 南 か ら ）



図版 8 1 0号古墳

1 0号古墳石室完掘状況 （ 南 か ら ）

1 0号古墳石室検 出状況 （ 南 か ら ）
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1 0号古墳石室側壁石検 出状況 （ 南西 か ら ）



他 図版 9

1 1 号古墳墓坑検 出状況 （ 北 か ら ）

渭園ぶ， ぃ苫
‘

1 1 号古墳盛土検出状況 （ 南 か ら ） 1 1 号古墳遺物 出 土状況 （ 南 か ら ）

調査前風景 （ 南 か ら ） 作業風景 （ 南 か ら ）
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